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序
わ
が
国
で
は
、
不
法
行
為
に
よ
り
身
体
障
害
を
蒙
っ
た
こ
と
に
因
る

損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、
一
時
金
賠
償
を
請
求
す
る
の
が
通
例
で
、
裁
判

所
も
ま
た
一
時
金
賠
償
を
命
ず
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
一
時
金
賠
償
を
命
ず

る
判
決
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
判
決
確
定
後
に
、
予
想
に
反
し

て
、
傷
害
の
程
度
が
軽
症
化
し
た
り
あ
る
い
は
重
症
化
し
た
り
し
た
場
合

に
、
判
決
を
修
正
す
る
こ
と
を
許
す
か
否
か
、
あ
る
い
は
追
加
の
別
請
求
を

(
重
症
化
の
場
合
に
)
許
す
か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

十イ

(
1〉
重
症
化
に
関
し
て
は
、
最
判
(
一
一
一
小
)
昭
和
四
二
・
七
・
一
八

(
民
集
二
一
巻
六
号
一
五
五
九
頁
)
を
、
軽
症
化
に
関
し
て
は
、
最

判
(
一
小
〉
昭
和
三
七
・
五
・
二
四
(
民
集
一
六
巻
五
号
一
一
五
七
頁
)

を
参
照
。

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

2 

西
ド
イ
ツ
で
は
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
は
金
銭
定
期
金
賠
償
が
原
則

で
あ
る

(
B
G
B
八
四
三
条
)
。
金
銭
定
期
金
賠
償
の
場
合
で
も
、
賠
償
金

額
ま
た
は
賠
償
期
間
が
、
予
想
に
反
し
て
、
結
果
的
に
過
多
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
同
様
に
、
賠
償
を
命
じ
た
判
決
の

修
正
を
許
す
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
o

西
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
種
の
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
が
あ
る
o

そ
れ
は
変
更
の
訴
え
と
よ

ば
れ
て
い
る
(
〉
ゲ

E
L耳
E
開
会
宮
問
。
・

Z
P
O
一
一
一
二
三
条
)

O

3 

わ
が
国
で
は
通
例
で
あ
る
身
体
障
害
の
一
時
金
賠
償
が
西
ド
イ
ツ
で

は
例
外
で
あ
る

(
B
G
B
八
四
ご
一
条
三
項
)

O

一
時
金
賠
償
に
つ
き
存
す
る

右
の
問
題
が
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
か
っ
参
考
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

を
調
べ
る
た
め
に
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
原
則
で
あ
る
定
期
金
賠
償
に
つ

き
存
す
る
右
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
か
ら

始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

原
則
を
論
ず
る
こ
と
の
な
か
に
例
外
に
つ
い
て
の

配
慮
が
含
ま
れ
て
お
り
、
原
則
を
度
外
視
し
て
例
外
を
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条

西
ド
イ
ツ
民
訴
一
一
一
一
一
一
一
一
条
の
前
身
は
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
三
項

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
o
そ
こ
で
こ
の
第
七
条
第
二
項
の
意
味
範
囲
を
調
べ
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
こ
の
作
業
に
入
る
前
に
、
法
規
の
文
言
の
変
遷
を
ま

ず
た
ど
っ
て
お
こ
う
。

一
八
七
一
年
六
月
七
日
の
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
の
文
言
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

2 
裁
判
所
は
、
損
害
の
額
高
(
回
出
宮
〉
に
つ
き
、
及
び
ど
ん
な
種
類
の
ど
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け

zukiinftigen UnterhaJt oder Erwerb ist， wenn nicht bei-

de Theile iiber die Abfindung in Kapital einverstanden 

sind， in der Regel ein巴Rent巴zuzubillig巴n.

Der Verpflichtete kann jederzeit die Aufhebung oder 

Minderung der Rente fordern， wenn diejenigen Verh邑lt-

nisse， welche die Zuerkennung oder Hohe der kente be-

dingt hatten， inzwischen wesentlich ver瓦ndertsind. Ebe-

nso kann der Verletzte， dafern er den Anspruch auf Sc-

hadenersatz innerhalb der Verj砧 rungsfristgeJtend gem-

acht hat， jederzeit die Erhohung oder Wiedergew昆hrung

der Rente fordern， wenn die Verh邑ltnisse，welche fiir 

die Feststellung， Minderung oder Aufhebung der Rente 

massgebend waren， wesentlich ver昆ndertsind. 

Der Berechtigte kann auch nachtr昆glichdie Bestellung 

einer Sicherheit oder Erhohung derselben fordern， wenn 

die Vermogensverhaltniss巴 desVerpflichteten inzwischen 

sich verschlechtert haben. 

~1! "-'Q 塩基惚 Q剥送会l軍当主主← '(w~ミ ~0w' 1!京Q災緊 (Um-

stande)会l誌記i，...)\-"但但4王様桝~吋z、雰lJ!;!-r'(W ...Jil Q...>J← 

向。~骨~Q制1古制.;2笠宮選蔵主五戸く会l製:翠-rt{l量E越...>J，...) ν~' ョffii時
時中~i宍'-R 1 j宮司同盟主~~ 0w~.rr~同JνJL4ヨム...>JW~' 寝Eき...>J，...) ν

似軍軍司封みJ;散最中←'(W...JilQ...>J←t{l。

lJ!;!~軍司開会JJ小川崎 ;J ...>J制ぷ士~i似E軍司~QQ出脳会q司侭，...).;2怖Jî$;S~

Q~~*1IJü(~~長時以，...).;2...>JW~' ì総総判中士~-0，と "-'W tJ...JillJ!;!窓4f1

Q留で司制.;2~銭感ヤ惚終←t{l ;J ...>J~もや劇的。llli:~き~' lJ!;!軍軍司~Q

告豊科'雪量感制.;2 ~i銀-:!:lみl 司~-rt{l尚製品tJ.時(' .;2 1串盤石*lIJ;I(~~者対

怪P .;2...>JW 士.V 思制E復越惚~み!革E箆堂察E霊~K:~++1 W誕Jν ムテO

E星-'='~三'i}\!察側 Q軍J!I~制.;2士三除草~:t:制限4持-rt{l ;J-吋冶tJ北u t{l O

精告患唱早 Q~友組若手鍛冶~Q誕百 以岡自去三，...).;2...>JW~' 製~帯平岩近gJミ

心早辺司王 Q里担当i制 4」 ti思l司王 Q型J!I~草剤纏~←t{l;J心'"-RtJW子。。

す宍ー
常々

結1

(ー) Das Reichshaftpflichtgesetz betreffend die Verbindlich-

keit zum Schadensersatz fiir die bei dem Betriebe von Eise-

nbahn， Bergwerken， Steinbriicken， Gr邑ber巴inenund Fab-

riken herbeigefiihrt巴nTodtungen und Korperverletzungen 

vom 7 Juni 1871. 
的 4尽 Q総-\J~民営 1<干引く吐くm:: 1 fくIIIQ lIl{*話醤(鍵!とお総g[11 
同伺〉

崎~~吋-，=，' 0~Q 吋人れ必総-\J崎~~側，~心~.;2。

手製鋼E判中 Q~送電ぎ戸〈組-R Q部:!l<制.;2士~~室もらl 恒三図...>J-r的軍事制E蛍

豊臣...Jil.JV"~穏抑制 Q 制球g~制fE Q 空J!I-1く会1 也王国...>J←向車真剣IT量皇室互~'

!} 7 Das Gericht hat unter Wiirdigung aller Umstande 

iiber die Hohe des Schadens sowie dariiber， ob， in welc-

her Art und in welcher Hohe Sicherheit zu bestellen ist 

nach freiem Ermessen zu erkennen. Als Ersatz fiir den 
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(G. Planck， Biirgerliches Gesetzbuch Einfiihrungsgesetz， 

Bd， ¥11. 3Aufl. 1905， S. 137~S.139) 

S 7 Der Schadenersatz wegen Aufhebung oder Minde-

rung der Erwerbsf邑higkeitund wegen Vermehrung der 

Bediirfnisse des Verletzten sowie der nach S 3 Abs.2 einem 

Dritten zu gew瓦hrendeSchadenersatz ist fiir die Zukunft 

durch Entrichtung einer Geldrente zu leisten. 

Die Vorschriften des S 843 Abs. 2 bis 4 des Biirge-

rlichen Gesetzbuches und des S 648 Nr. 6 der Civilpro-

zessordnung finden entsprechende Anwendung. Das Gleiche 

gilt fiir die dem Verletzten zu entrichtende Ge!drente 

von der Vorschrift des S 749 Abs.3 und fiir die dem 

Dritten zu entrichtende Geldrente von der Vorschrift 

des S 749 Abs. 1 Nr. 2 der Civilprozessordnung. 

1st bei der Verurteilung des Verpflichteten zur Entri-

chtung einer Geldrente nicht auf Sicherheitsleistung er-

kannt worden， so kann der Berechtigte gleichwohl Sich巴4

rheitsleistung verlangen， wenn die Vermogensverh邑ltnisse

des Verpflichteten sich erheblich verschlechtert haben: 

unter der gleichen Voraussetzung kann er eine Erhohung 

der in dem Urtheile bestimmten Sicherheit verlangen. 

(N) 

~川~総 11 \"ì\ 11起ム官官 111網主」認なか'(.m.$事制aWi!組4 ))兵~ng:;.J

v' )ìt咲 110 .m.~~1W窓~Oや(ヰ~11 ム...c--~!と令，，(.m.4 0.lJ←の。

官級醤(総<'EJ. l l1提供総 ìl \"ì\必:，，...)草m郎o草壁日当将司ö~i鼎裕治

剥輯(l/IR~('EJ. <様総1( 0]1> 0 報lWt! U~\"ì\ O !/ll5制E盗事!11-料榊健;j;j;! J

，)長会l剣一E更がの。題抑制主l -jÞ(ヰ~""'( .m.司封鎖1W寂司J'il0.;1oQ11nlil時

給紅鎚主主~-tJ'EJ.~~総川邸主10 .m.' ~ヰム..ö撚 111 榊以作(ヰ~""，，( .m. 

q箱根緊剣0.;1oQ11li!I:誕銀総-tJ'EJ.-fミ~~ま 1 1部骨密 ì lu]1>はひ収J制.;1
Eυ。
〔総 111陣営綿密4眠時 oWO~掛橋治誕剖(紙1('EJ.<吋~~耳吋ö l/lR-tJ

巴兵保土~'1 <長〈叶トt:1m:: 1 ♀田部同吉区t世 11 吋心'>\-'~i-\J~l/IR占J

O<~~ヰム..'õ l/lR<同O吋~11 .f::! ('.;10 >¥-'，...)j-'司「回以附Fν:'t-CloJ

〈←) !l 42 Das Gesetz， betreffend die Verbindlichkeit zum 

Schadenersatze fur die dem Betriebe von Eisenbahnen， 

Bergwerken u， s， w. herbeigefiihrten Todtungen und 

Korperverletzungen， vom 7 Juni 1871 wird dahin ge且n-

dert: 

1 An die Stelle des!l 3… 
1I 1m S 5 werden die Worte:・・

III An die Stelle der ss 7，8，9， treten {olgende Vorsc-
hrift巴n:

S7… 

s8 ・・
S9 ・

主

νpJや
は
州
総
(
町
山
村
川
川
川
治
区
、
パ
ド
ャ
ιL

困 1<-tJ-tJ社 1m:: l110mvu足跡!誌稔誕醤(後事保明)~←千J~，. てす



料

た
が
(
一
八
七
九
年
一

O
月
一
日
発
効
)
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
は
当
初
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
代
わ
る
規
定
は
民
事
訴
訟
法
典
の
な

資

か
に
織
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
民
法
典
施
行
法
に
よ
り

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
は
上
記
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
民
法

典
の
制
定
と
民
事
訴
訟
法
典
の
改
正
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
民
事
訴
訟
法
典
改
正
法
律
の
制
定
に

よ
り
第
三
二
三
条
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
改
正
法
律
と
民
法
典
は
と
も
に
一
九

O
O年
一
月
一
日
に
発
効
し
た

(
民
法
典
施
行
法
律
第
一
条
)
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
と
き
か
ら
、
民
訴
第
三
二
三

条
が
ラ
イ
ヒ
責
任
法
の
当
初
の
第
七
条
第
二
項
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
改
正
の
民
事
訴
訟
法
典
第
一
一
一
二
三
条
の
文

百T
t土~ 5 
vコ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
O 

将
来
に
お
い
て
履
行
期
の
到
来
す
べ
き
反
覆
的
給
付
を
命
ず
る
判
決
あ

り
た
る
場
合
に
お
い
て
、
給
付
を
な
す
べ
き
責
務
あ
り
と
す
る
こ
と
に
と

っ
て
、
給
付
の
額
高
ま
た
は
給
付
を
な
す
期
間
を
定
め
る
こ
と
に
と
っ
て

決
定
基
準
で
あ
っ
た
事
情
の
本
質
的
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
い
ず
れ
の

当
事
者
も
訴
え
の
方
法
で
こ
れ
に
相
当
す
る
判
決
の
変
更
を
要
求
す
る
権

利
を
有
す
る
。

訴
え
は
、
こ
れ
を
理
由
あ
ら
し
め
る
原
悶
が
、
訴
の
申
立
の
拡
張
ま
た

は
異
議
の
主
張
が
遅
く
と
も
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
口
頭
弁

論
の
後
に
は
じ
め
て
生
じ
、
か
つ
故
障
に
よ
っ
て
は
も
は
や
主
張
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
、
許
さ
れ
る
。

判
決
の
変
更
は
訴
え
の
提
起
以
後
の
時
期
の
た
め
に
の
み
な
す
こ
と
が

許
さ
れ
る
。

北法24(1・202)202

一
九
一
九
年
八
月
一
一
一
一
日
法
律
は
右
の
三
二
三
条
に
第
四
項
を
加
え
た
。

〔
第
四
項
は
省
略
す
る
〕

(
1〉
ゆ

ω日
ω
N
H
V
C
、H
J
F
2
-
E
明
白
}
一
。
ι
2
〈
2
5
R
ニ
ロ
コ
m
E
r
-
-
口
洋
一
向

『
位
一
ご
偶
者
O
H
L
E
M
L
ぬ
コ
耳
目
《
円
ぬ
円
r
。
7
耳
ロ
ハ
凶
ぬ
ロ
「
色
目
門
戸
=
問
。
ロ
巳
口
。
宅
g
i

。
ロ
己
完
}
戸
。
〉
コ
L
q
E
M
m
ι
2
克
己
m
E
d
〈
q
r
n
]
同
日
間
巾
2
=
w
宅
己
円
}
戸
。

門
戸
R
L
F
m
〈
2
2
z
-
-
E
d
m
N
G
司
開
三
口
n
Z
E
M
m
仏
ゆ
門
戸
巴
ω
門
戸
5
m
g
・
『
ん
M
『

《
出
何
回
E
Z
B
B
E
M
m
牛
ぬ
『
恒
三
百
L
q
F
己
凶
門
戸
口
問
E
d
q
L
R
門
日
常
巴
ω
l

=
。
門
戸
7
2
川
円
何
口
円
円
以
円
}
凶
門
戸
口
四
日
己
mwm

凶凹向。
ση
ロ
牛
耳
印
円
g
d
w
m
C
E
件
』
向
島
ぬ
『

吋
2
5
3
n
E
mゲ

E
J
ぞ
ぬ
問
。
L
2
5
ω
向
。
己
5
2
5
『
2
Z
E
。

〉
『
位
コ
牛
耳
E
d悶

L
2
C
円
丹
江
-
m
N
E
〈

2
一
g
m
g

。
斥
同
ハ
一
白
問
。
E
円
コ
戸
吋
5
5
d弓
1
2
同
N
C
一
位
ω
m
-
m
-
ω
}
凶
ハ
止
命
。
『
ん
い
口
仏
命
喝

さ
問
者
向
一
円
}
戸
内
ω
5
m
g
E
F
叶
込
者
町
L
・

0
3同
E
門
戸
H
L
O
E
ω
円
三
5
2
仏
内
『

口
出
E
L
-
-
n
r
m
ロ
〈
司
Y
ω
ロ
丘
戸
口
m
w
弓
《
凶
2
a
ロ
ぬ
何
2
5
M
g
E
口
問
牛
q

剛
山
]
旬
開
山
口
同
g
m
ω
C
牛
耳
《
比
ぬ
の
己
窓
口
L
B
R
Y
E
2
m
〈

C
ロ
阿
古
君
。
ロ
ハ
円
E
M
m
g

m句史
2
Z
E
r
E
件
。
。
L
G
}
向
。
口
豆
町
四
P
g
p
g
ロ
仏
2
2
口
L
E
L
仏
に
円
l

n
r
何
回
口
ω
℃

H
R
r
E
n
r
件
E
m
z
m
o
-
R
E
仏
問
。
E
R
r
同
を
め
与
。
=
r
u
ロ
ロ
E
-



。
凶
作
〉
rRロ
L
2戸
口
問

ι
g
d
H同2
r
L
ω
-
L
コロ吋『
C
同
念
。

N
m
E
ロ釦円一}回

開
「
「
巾

r
E
M
m
L角
川
『
開
山
一

ω
m
O
2『
c-mω
ロ・

そ
の
後
、
第
一
項
の
〈
5
r
z
v
が
〈
L
5
V
に
、
第
二
項
の

八
王
m
r
z
vが
〈
L
M
O
V
に
、
そ
し
て
八
百
ω四
E
雪
印
間

ω
Vが
八
百
p
l

m
g
=雪
印

m
g
V
に
、
第
三
項
の
文
言
が
〈
U
E
C
ユE
E

L

E
工戸】同

ι吊

N
E
E
n
y
開
『
官
官
口
問

ι
2
5民
向
。
与
問
。
悼

=
L
2同
者

qrコ
V

に
変
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
制
定
の
意
義

は
け

ラ
イ
ヒ
責
任
法
の
制
定
の
理
由
は
そ
の
立
法
理
由
(
の

g品
開
閉
山
ぬ
ご

〉
三
一
一
∞
吋
∞
(
以
下
に
お
い

0
5
阿
川
包
円
}
百
三
阿
佐
{
門
司
{
}
正
戸
門
ヨ
。

2
2
N
-
N

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

て、

FHぬ
♂

5
3
と
略
称
す
る
)
が
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
)
に
よ
れ
ば

お
お
む
ね
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
o

普
通
法
お
よ
び
普
通
法
に
よ
り
制
御
さ
れ
る
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
一
般
原

則
は
、
故
意
ま
た
は
不
注
意

(
Z
R
z
r丘四
}
S
C
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に

つ
い
て
は
直
接
の
加
害
者
の
み
が
責
に
任
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
損
害
を

芯
起
し
た
者
が
第
三
者
の
代
理
(
〈
白
昨
日
同
日
)
で
あ
る
場
合
に
は
、
委
託
が

違
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
た
は
委
託
が
契
約
に
反
し
て
実
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
の
ほ
か
は
、
受
託
者
の
選
任
に
つ
き
見
落

し
(
〈
2
2
7命
ロ
)
が
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
の
み
責
に
任
ず

る
。
こ
の
委
託
者
の
責
任
を
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ラ
ン
ト
法
は
さ
ら
に
制
限
し
、

授
権
を
受
け
た
者
が
玄
起
し
た
損
害
に
つ
き
、
授
権
し
た
者
は
、
補
充
と
し

て
の
み
(
ロ
ミ

E
Z正
E
円
)
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と
し
た
(
何
回
戸
石
寸
少

ω
リハ
X
V内〈-)。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
被
害
者
の
救
済
と
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
o

理
論

も
実
務
も
ロ

1
7
法
を
通
じ
て
獲
得
し
た
諸
規
範
を
い
っ
そ
う
発
育
さ
せ
ん

と
努
力
し
た
が
、
い
ま
だ
に
右
の
問
題
に
つ
い
て
一
致
し
た
見
解
に
到
達
し

:
、

E

、。

円

(
}
u
v
-
J
T
h
p
u
w

(
1
〉
こ
の
書
物
は
、
初
版
一
八
七
六
年
で
、
一
八
七
七
年
の
民
事
訴
訟

法
典
の
制
定
後
、
そ
の
発
効
(
一
八
七
九
年
一

O
月
一
日
)
の
前
に
、

発
効
後
も
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
旨
が
二
八
七
九
年
五
月
付
の
第
二
版
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
。

2 

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
は
第
六
条
と
と
も
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の

手
続
面
に
つ
い
て
も
あ
る
定
め
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
二
項
が
民
事

訴
訟
法
第
三
二
三
条
に
発
展
的
に
解
消
し
た
の
で
あ
る
o

右
第
七
条
の
立
法
理
由
は
お
お
む
ね
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
(
何
四
戸
一
∞
忍

〉ハ
V

内
}
ハ
〈
に
よ
る
)

O

現
在
の
法
律
の
欠
点
は
、
訴
訟
の
手
続
に
関
し
て
は
、
要
件
事
実
の
発
見

と
損
害
の
査
定
と
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
衝
は
旦
に
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る

jヒila4(1・203)203



キヰ

制
限
が
存
す
る
こ
と
で
あ
り
、
実
体
権
に
関
し
て
は
、
賠
償
の
訴
え
が
通
例

無
資
力
な
直
接
の
加
害
者
に
の
み
向
け
ら
れ
る
こ
と
、
損
害
賠
償
請
求
の

訴
え
を
す
る
権
利
者
の
範
囲
が
あ
ま
り
に
も
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
賠

償
の
程
度
が
通
例
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
一
時
的
な
ま
た
は

継
続
的
な
労
働
無
能
力
が
も
た
ら
す
損
失
な
い
し
は
被
害
者
の
後
に
遺
さ

れ
た
者
が
扶
養
し
て
く
れ
る
者
を
失
っ
た
こ
と
が
も
た
ら
す
損
失
に
対
し

て
は
十
分
な
賠
償
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
で

あ
る
。

資

3 

損
害
賠
償
の
問
題
が
当
時
の
法
律
の
も
と
で
は
適
正
に
処
理
さ
れ
な

い
分
野
に
つ
い
て
、
当
時
の
法
律
の
欠
陥
を
補
損
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
ラ

イ
ヒ
責
任
法
は
、
そ
の
第
六
条
に
お
い
て
、
事
実
認
定
に
お
け
る
自
由
心
証

を
導
入
し
(
同
条
第
一
項
〉
、
そ
の
第
七
条
に
お
い
て
、
損
害
の
程
度
の
査

定
に
お
い
て
一
切
の
事
情
を
叫
酌
す
る
自
由
裁
量
一
を
認
め
(
同
条
第
一
項
前

段
〉
、
将
来
の
逸
失
利
益
の
補
填
と
し
て
は
別
段
の
合
意
が
な
い
か
ぎ
り
定

期
金
賠
償
を
通
例
た
る
べ
き
も
の
と
し
て
認
め
た
(
同
条
同
項
後
段
)

O

そ

し
て
、
定
期
金
を
認
め
る
こ
と
に
伴
な
う
問
題
と
し
て
事
情
変
更
に
よ
る
変

更
の
問
題
が
あ
り
、
こ
の
変
更
請
求
権
を
明
文
を
も
っ
て
認
め
た
の
で
あ
る

(
同
条
第
二
項
)
。

(
1
)
明
白
骨
ω

の
g
Z
N
g
"
r
a足
止
B
L
《
亡
命
〈
2
E
ロ
仏
-
-
n
r
}自
主

N
5
H】

ωnymハr=日ω
巳
N
門
戸
町
《
出
。

T
比
会
出
国
悶
え
口
。
r
m
〈
。
=
閃
-
m
ぬ
口
『
ω
r
z
E】

同
w
q
問
者
2
r
g
c
ω
豆
、
・
y
q
r
a
問
。
『
E
F
Z
口
、
H
d
E
H
日
間
g
E
d
内
山
剛
山
口
門
司
0
2
1

2
-
Z
N
g
m
g
-
5
5
吋
・
∞
-
一
∞
コ
・

ロg
p
H
W
E
Z
片
手
2
ι
5
4〈
ω
Y
H
7
2
ι
2
s
t
u
n
Z
H
円
y
g

図
。
r
E
名
門
口
町
長
角
川
口
ロ
コ
宮
町
∞
命
日
円
r
m
F
n
r
t
悶
E
M
m
ι
2
m
g
m
w
ヨ
件
。
口
同
ロ
r
i

m
-
r
仏
句
〈
2
7
ω
ロ
L
-
c
口
問
。
ロ
E
n
r
『
耳
目
円
c
r
q
N
E
問
戸
E
m
N
C
2円
l

ω
円
r
E
L
E
d
-

口
広
〈
C
H
m
円
r
コ
『
同
巾
口
仏
巾
門
戸
ω
ロ
門
町
田
m
g
Z
N
巾
ロ
r
o
『
《
山
内
出
回
命
者
向
E

L
5
n
r
同
E
・
ω
C
耳
目
E
σ
α
円
内
山
H
O
∞
2
2
2
r
E
P
郎
氏
。
ロ
己
F
円
「
2
C
H
r
己
i

D
L
E
C
ロ
仏
間
。
ユ
口
7
2
H
円
}
百
円
。
g
S
ロ
ハ
同
三
ω
m
m
r
Z
F
r
g
己
ロ
ゲ
内
E
r
z

o
r
z
ロ
耳
目
ユ
E
E
Z
円
牛
庁
名
ω
F
E
5
0
-
L
q
C
ロ

S
F円
Z
5

2

5司

g
z
r
z
F
g
∞
岳
E
Z
g
m
ロ
2
7
2
口
同
三
E
P
乙
何
回

3
・

8
5
向
。
σ
ロ
ロ
門
日
5
さ
ぽ
宅
巳
丹
t
r
q
L
5
出
。
宮
門
目
白
∞
円
}
凶
白
《
同
巾
ロ
凹
巾
F
5

r
g
口
同
吋
白
四
件
。
∞
9
2
2
ω
己
『
E
7
5
σ
ω
ロ
N
C
C
三
口
g
o
L
q
ω
ω
口
ゲ
〈
巾
円
凹
丹
l

肝

F
D
L
M
向
。
ヨ
広
岡
Y
5
2
0
ロ
片
山
口
E
E
N
ロ
「
由
H
m
P
E
E
E
含
ヨ
同
2
d
g
l

m
ぬ
ロ
ハ
]
g
c
q
F
n
r
t
E
r
R
一
宮
古
口
・

こ
の
第
六
条
は
、
一
八
七
七
年
一
月
三

O
日
の
民
事
訴
訟
法
典
施
行
法

律
に
よ
り
、
一
八
七
九
年
一

O
月
一
日
に
廃
止
と
な
っ
た
o
第
六
条
第
一

項
は
一
八
七
七
年
一
月
三

O
日
の
民
事
訴
訟
法
典
第
二
五
九
条
に
、
同
第

二
項
第
三
項
は
同
法
典
第
二
六

O
条
に
発
展
的
に
解
消
し
た
。
同
二
五
九

条
は
、
一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
の
民
事
訴
訟
法
典
改
正
法
律
に
よ
り
第

二
八
六
条
と
な
り
、
今
日
の
第
二
八
六
条
に
至
っ
て
い
る
。

第
七
条
第
一
項
前
段
は
、
一
切
の
事
情
を
掛
酌
す
る
自
由
裁
量
を
損
害

の
存
否
の
判
断
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
七
七
年

:lti};24(1・204)204



一
月
三

O
日
の
民
事
訴
訟
法
典
は
そ
の
第
二
六

O
条
で
、
損
害
の
存
否
に

つ
い
て
一
切
の
事
情
を
劉
酌
し
て
自
由
心
証
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
を
認

め
た
(
同
条
第
一
項
第
一
文
〉
O

こ
の
限
度
で
右
の
第
七
条
第
一
項
前
段

は
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
(
何
聞
耳
石
芯
・

ω・
呂
田
)
。
右
の
第
二
六
O

条
は
一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
の
改
正
に
よ
り
第
二
八
七
条
と
な
り
、
そ

の
後
若
干
の
|
本
稿
の
目
的
と
は
関
係
の
な
い
|
改
正
を
経
て
今
日
の
第

二
八
七
条
に
な
っ
て
い
る
o

四
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に
ま
つ
わ
る

訴
訟
法
上
の
諸
問
題

‘寸

右
第
二
項
の
制
定
(
一
八
七
一
年
)
の
過
程
で
論
じ
ら
れ
た
諸
問
題

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

右
第
二
項
が
ラ
イ
ヒ
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
さ
い
に
論
じ
ら
れ
た
問

題
を
調
べ
て
み
よ
う
(
聞
と
叫
戸
一
∞
ヨ
に
よ
る
)

O

A 

さ
E
去
r
c
Z
議
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
対
し
た
o

裁
判
官
の
判
決
は
不
安
定
な
動
揺
す
る
法
律
関
係
を
こ
の
一
回
限
り
で

確
固
の
も
の
に
す
る
と
い
う
任
務
を
有
す
る
。
裁
判
の
不
安
定
性
は
裁
判

官
の
裁
判
が
有
す
る
か
か
る
意
義
と
絶
対
に
相
容
れ
な
い
o

も
し
、
わ
れ

わ
れ
が
、
判
決
を
取
消
す
可
能
性
を
無
制
限
に
許
す
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち

本
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
請
求
権
が
不
安
定
で
不
確
実
で
あ
る
こ
と

を
法
律
で
も
っ
て
恒
常
的
に
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
官
の
判
決
の

右
の
意
義
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
何
回
戸
一
∞
ヨ
・

ω・
目
白
)
。

こ
の
反
対
論
は
す
な
わ
ち
、
判
決
の
変
更
請
求
は
判
決
の
円
g
Y
L戸
2
2

と
あ
い
容
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
o

こ
の
反
対
論
に
対
し

ζ
Z
5
-
議

員
は
賛
成
論
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
擁
護
し
た
。

裁
判
官
が
定
期
金
を
認
め
長
期
に
つ
い
て
こ
れ
を
確
定
し
た
場
合
は
一

時
金
を
認
め
た
場
合
と
ま
っ
た
く
異
な
る
。
定
期
金
を
認
め
る
場
合
は
、

裁
判
官
は
、
初
年
度
の
定
期
金
の
定
め
が
次
年
度
以
降
に
は
適
し
な
い
と

予
見
す
る
と
き
は
、
事
情
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
応
じ
て
こ
れ
を

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
状
態
に
お
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
円
宮
古
岳

g
g
は
無
条
件
に
確
立
し
不
可
変
更
で
あ
る
と
い
う

定
則
か
ら
外
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
o

し
か
し
、
そ
う
見
え
る
に
す
ぎ
な

い
。
と
い
う
の
は
、
も
し
前
訴
に
お
い
て
そ
れ
を
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
ば
別
内
容
の
判
決
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
よ
う
な
新
事
実
が

〔
後
に
は
じ
め
て
|
筆
者
補
註
〕
附
加
す
る
場
合
に
は
す
べ
て
、
百
ω

』ロ
l

全

g
g
は
除
去
(
『
虫
色

t
m
g
)
ま
た
は
修
正

(
g
a
5
N
5
0与
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
開
問

p
s
g
-
ω
印

N
S
。

〔
『
虫
]
邑
M
E
Z
が

σ
g
m
E
m
g
さ
れ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、

後
に
、
民
訴
三
二
三
条
の
変
更
の
訴
え
は
前
訴
の
既
判
効
(
問
2
r
t
r
z

円。

を
破
る

(
E
R
r
r同
日
宮
口
)
も
の
と
い
う
通
説
・
判
例
の
理
解
の
先
駆
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
|
筆
者
〕

北法24(1・205)205

減
額
請
求
の
み
な
ら
ず
増
額
請
求
の
可
能
性
を
も
認
め
る
こ
と
を
提
案
し

た
の
は
何
ヨ
♀
先
議
員
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
議
会
に
お
い
て
、
と
く
に
増
額
に



料

関
す
る
討
論
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

F
5
7
2
議
員
は
減
額
請
求
の
可
能
性
し
か
認
め
な
い
立
場
か
ら
つ
ぎ
の
よ

資

う
に
述
べ
た
。

Hus-缶
議
員
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
が
第
二
の
判
決
で
定
期
金
を
減
額

ま
た
は
中
止
し
た
と
き
で
も
、
権
利
者
が
そ
の
後
定
期
金
を
増
額
す
べ
き

か
否
か
に
つ
き
第
三
回
目
と
し
て
ま
た
裁
判
官
に
訴
え
る
こ
と
を
許
す
こ

と
に
な
る
。
か
く
て
は
事
柄
が
決
し
て
終
局
に
至
ら
な
い
の
で
、
委
員
会

の
多
数
が
か
か
る
結
果
に
対
し
て
尻
込
み
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
o

す
べ

て
人
に
義
務
づ
け
る
場
合
に
は
権
利
お
よ
び
義
務
の
対
立
が
〔
満
足
に
よ

り
|
筆
者
補
註
〕
解
消
す
る
と
こ
ろ
の
時
限
を
も
っ
必
要
性
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
消
滅
時
効
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
権
利
関
係
そ
の
も
の

が
終
局
的
に
不
動
の
も
の
(
止
命
列

CZ)
に
い
か
に
し
て
至
る
か
を
度
外

視
し
て
は
な
ら
な
い
。
『
2
ヲ
会

g
g
の
定
則
を
破
っ
て
新
訴
を
許
す
な

ら
ば
、
事
件
が
静
隠

(
L
目
河
口
ゲ
ぬ
)
に
至
る
時
点
は
不
定
の
ま
ま
ひ
き
の

ば
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
o

こ
れ
に
対
し
包

MAE}
議
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

も
し
人
が
、
委
員
会
が
定
立
し
た
原
則
を
定
立
ぜ
ん
と
欲
し
、
定
期
金

の
変
更
を
も
た
ら
す
請
求
権
を
義
務
者
に
認
め
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
同

じ
状
態
を
権
利
者
に
与
え
る
こ
と
を
正
義
が
要
求
す
る
o

変
更
を
求
め
る

権
利
を
双
方
に
認
め
る
か
い
ず
れ
に
も
認
め
な
い
か
の
い
ず
れ
か
し
か
な

、0・u

右
の
対
立
の
根
底
に

Eω

』戸田舎のえ
ω
の
理
解
に
お
け
る
対
立
が
潜
ん
で
い

JUL24(1・206)206

る
よ
う
に
思
え
る
。
耳
切

]
Z
L
F
E
U
は
当
時
種
々
様
々
に
理
解
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
理
解
に
お
け
る
対
立
の
多
様
さ
に
、
定
期
金
判
決
の
変
更
の
許
否

の
問
題
が
、
損
害
賠
償
定
期
金
の
性
質
が
原
因
と
な
っ
て
、
い
っ
そ
う
の
複

雑
さ
を
加
え
た
よ
う
で
あ
る
o

そ
の
た
め
、
こ
の
問
題
を
月
山
吉
会

g
g

に
か
か
わ
る
側
面
に
お
い
て
追
求
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
日
ω
」

Z
L
-
g
g
自
体

の
採
求
の
道
を
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
が
で
き
る
。

右
に
紹
介
し
た
問
題
以
外
に
論
じ
ら
れ
た
問
題
は
本
稿
の
関
心
の
的

と
は
直
接
に
は
関
係
し
な
い
の
で
、
簡
単
に
取
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
宅
百
《
山
門
}
戸
c
g同
議
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
反
対
の
根
拠
を
あ
げ
た

B 
の
で
あ
っ
た
(
何

mp
一∞

3
・
ω-
日

0
1日
日
)
。

①
判
決
が
事
情
の
変
更
に
よ
り
た
や
す
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

は
、
民
族
の
権
利
意
識

l
〔
権
利
は
確
回
た
る
も
の
と
い
う
意
識
か

l
筆

者
〕
ー
を
そ
こ
な
う
。

②
判
決
は
変
更
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
関
係
人
は
和
解
ま

た
は
一
時
金
を
選
択
す
る
こ
と
に
お
い
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
判
決
を
得
た
被
害
者
は
、
事
情
が
好
転
す
れ
ば
減
額
の
判
決
を
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
勤
勉
と
貯
蓄
に
よ
る
事
情
の
好
転
を
怠
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
〔
こ
れ
ら
の
反
対
理
由
に
対
し
て
は
、
円
山

mp
一
∞
出
は
そ
の

根
拠
の
な
い
こ
と
そ
の
的
外
れ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の



紹
介
は
省
略
す
る
〕

2

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に
関
す
る
学
説
判
例
の
一
八
八

O
年

頃
ま
で
の
状
況

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に
つ
い
て
、
制
定
後
約
一

O
年
の
問
に
、

手
続
の
面
で
法
文
上
漠
然
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
判
例
・
学
説
、
が
ど
の
よ
う

に
細
目
的
に
明
確
に
し
て
行
っ
た
か
を
調
べ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の

r.~ 

一
八
七
九
年
一

O
月
一
日
に
民
事
訴
訟
法
典
が
発
効
し
た
が
、
前
述
の

よ
う
に
、
現
在
の
第
三
ニ
コ
一
条
に
相
当
す
る
手
続
規
定
を
創
設
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
Q

十づ

後
に
も
紹
介
す
る
よ
う
に
、
現
行
第
三
二
一
二
条
の
訴
え
に
つ
い
て
、

見
解
が
岐
れ
る
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
変
更
の
訴
え
に
基
づ
く
定
期
金
給

A 

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

付
判
決
の
内
容
の
変
更
は
判
決
効

(
H
N
2
7
t
r
E『
門
)
を
破
る
も
の
か
否
か
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
二
三
条
の
よ
う
な
明
文
が
な
い
時
代
で
も
、
確

定
判
決
後
の
増
額
ま
た
は
減
額
の
請
求
が
問
題
に
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
判

決
効
を
論
ず
る
さ
い
に
論
ぜ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
普
通
法
ま
た
は
ド
イ
ツ
普
通
民
事
訴
訟
法
の
文
献
に

つ
き
往
者
が
参
照
し
え
た
限
り
で
は
、
判
決
効
を
-
論
ず
る
と
こ
ろ
で
右
の
よ

う
な
変
更
の
問
題
を
扱
っ
て
い
な
い
。
普
通
法
時
代
の
裁
判
例
を
調
べ
る
ベ

き
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
は
資
料
が
容
易
に
参
照
し
う

る
状
態
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
直
接
の
資
料
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
o

も
し
存
す
れ
ば
教
科
書
や
論
文
の
な
か
で
引
用
さ
れ
言
及
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

ラ
イ
ヒ
責
任
法
が
制
定
さ
れ
た
後
の
普
通
民
事
訴
訟
法
の
教
科
書
に
も
、

筆
者
が
参
照
し
た
限
り
で
は
、
右
の
よ
う
な
変
更
の
一
訴
え
は
判
決
効
を
論
ず

〈

2
〉

る
と
こ
ろ
で
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
状
態
は
事
情
変
更
に
よ
る
判
決
の
変
更
は
普
通
法
の
問
題
で
は
な

(
3
)
 

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
o

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
は
ラ
イ

ヒ
責
任
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
固
有
の
特
別
法
上
の
問
題
と
し
て
考

え
ら
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
文
献
で
あ
る
。

司

。

・

〈

∞

位

三

四

ロ

デ

ω
3
2
5
L
2
r
m
C丹
H
m
g
H凶
UEFmn}戸
g

H州角川口』

r
F
ω
ι
t
A
.
5ムア

ω・
M

勾
J
ω
2
ω

〈

円

K
E
L
P
d
m
r
2
L
F
σ
河
内
町

7
t
r
E
F
ι
2
開
口

tnrgι
乙
ロ
同
部
開

7

2
ロ
L
P
〉
(UHV.ωω.ω}印
.
↓
∞
日
一
]

明
ユ
巾
門
田
口
口

7
同

νZH『
『
ゆ
ア
回
包
円
円
日
間

N
E
『
戸
市

7
3
〈

Cコ

L
q
g
N
F司
}
E口
問

耳凸
F
g
r
E
P
F
m
q
C
ユ7
2
-
P
〉

(UHνω
〕

J
U
ω
・
-
印
印
ム
一

ω
∞
-
∞
ロ

2
7・
岡
山
口
門

RrELCHMmmmH同
E
口

Lm
丘
ロ

L
E
n
7
2
=
2
P円

mw
一
回
目
コ
昨
日
-
司
門
命
丹
mw
円

FCロ
M
H
U
E
-円
。
一
ロ
ロ
L

君
。
『
《
山
内
向
日
ロ
目
見
川
口
『
仲
間
}
内
門
郡

{-zm

〉

(UH】
ム
印
、

ω
∞
ア
-
∞
mN
・

ω位
三
宮
山
『
は
、
判
決
効
の
時
的
限
界
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
が

(EL

m
匂
∞
)
、
そ
し
て
、
時
的
限
界
は
い
わ
ゆ
る
変
更
の
訴
え
と
無
関
係
で
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学}

は
な
い
が
、
伊
三
官
可
が
、
定
期
金
賠
償
判
決
の
事
情
変
更
に
よ
る
変
更

を
も
含
め
て
い
わ
ゆ
る
時
的
限
界
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

出
何
ロ
ι。
自
由
ロ
ロ
(
「
伶
ゲ
吋
ゲ
ロ
n
f
L
2
回
C
吋
伺
巾
ユ
お
ゲ
ヨ
同

HN2rg-H注
目

-
U

〉
丘
一
一
宮
ω
・
ω・印
ω
一
〉
ロ
ヨ
・
ミ
)
が
正
当
に
も
指
摘
し
て
い
る
。

〈

2
〉
た
と
え
ば
、
〉
円
宮
ご

2
河
g
Eチ
円
、
$
5
5
7
仏
自
の
0
2巳ロ河口

《
町
三
回
宮
口

c
i
q
g口町田印円命
n
y
t
-
-
∞
a
-
ω
・
3吋
Jtω
・
ム
コ

現
行
第
三
二
三
条
の
規
定
の
前
に
位
置
す
る
規
定
た
る
第
三
二
二
条
は

判
決
効
の
及
ぶ
客
観
的
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
位
置

の
前
後
関
係
は
、
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
第
三
二
三
条
の
規
定
が
第
三

二
二
条
の
原
則
を
破
る
例
外
で
あ
る
と
の
解
釈
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
二
二
条
は
、
一
八
七
七
年
の
民
訴
法
第
二
九
三
条
が
そ
の
ま
ま
一
八

九
六
年
の
改
正
に
お
い
て
第
三
二
二
条
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
o
し
か

し
、
一
八
七
七
年
の
民
訴
法
は
一
八
九
六
年
の
改
正
ょ
に
る
第
三
二
三
条

の
前
身
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
明
文
の
規
定
と
し
て
も
っ
て
い
な
か

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
問
題
自
体
が
民
事
訴
訟
法
典
の
外
に
置
か
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る

o
た
と
え
ば
、
開

-
ω
-
P
M
n
z
x
-
E
m
C
5
S『
ONm由。
T

E

E同
『
Z
円払
B
O
E同2
Z
H
N
2口
Y

一
∞
コ
に
お
け
る
第
二
九
三
条
の

註
解
の
な
か
で
、
定
期
金
賠
償
判
決
の
事
情
変
更
に
よ
る
変
更
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
(
一
部
請
求
の
問
題
は
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
〉
O

州内向山吋]回。
-mzzcw
同日ロ仏『戸口
r
L何
回
河
巳
円
『
由

H(UH〈目
]HHHνSNg凹
5nrl

F
一
∞
忍
・
は
、
普
通
民
事
-
訴
訟
と
比
べ
な
が
ら
の
叙
述
で
あ
る
o

こ
こ

で
も
定
期
金
賠
償
判
決
の
事
情
変
更
に
よ
る
変
更
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
女
き
ょ
う
だ
い
が
男
き
ょ
う
だ
い
に
対
し
て
扶
養
(
と

γ

資

ヨ

g
u
t
o口
)
を
訴
求
し
、
普
通
法
に
よ
れ
ば
男
き
ょ
う
だ
い
は
扶
養
の

義
務
を
負
う
が
本
件
で
は
扶
養
の
必
要

(
U
E
E四
r
E
C
を
女
き
ょ
う
だ

い
が
主
張
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
裁
判
官
が
被
告
を
解
放
す
る
、

と
い
う
例
を
あ
げ
、
理
由
の
前
段
は
誤
り
で
あ
る
が
〔
理
由
に
は
|
筆
者

補
註
〕
判
決
効
が
生
じ
な
い
か
ら
被
告
に
控
訴
の
必
要
が
な
く
、
理
由
の

後
段
に
つ
い
て
も
判
決
効
は
な
い
か
ら
、
女
き
ょ
う
だ
い
が
あ
ら
た
め
て

訴
え
貧
困
を
主
張
し
か
っ
-
証
明
す
る
と
き
は
扶
養
を
要
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
述
べ
て
、
判
決
理
由
に
は
判
決
効
が
生
じ
な
い
こ
と
を
説
明
し

て
い
る
o

こ
の
な
か
で
、
扶
養
請
求
棄
却
判
決
の
後
に
あ
ら
た
に
扶
養
の

必
要
の
主
張
が
で
き
る
こ
と
を
判
決
理
由
に
判
決
効
が
生
じ
な
い
こ
と
を

根
拠
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う

(ω
・
ω8.

ω白
吋

)

。

当
・
開
口
含
B
m
g
w
句作ニ
2
丹

R
Z
c
i
f「
G
E
m
-
E
-
ア
-
∞
芯
に

お
い
て
も
、
そ
の
第
二
九
三
条
の
註
釈
に
お
い
て
、
定
期
金
賠
償
判
決
の

事
情
変
更
に
よ
る
変
更
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

明
ユ
旦
コ
ロ
ゲ
出
向
-
一
目
白
ロ
P
H
Kぬ}戸吋
σ
c
n
y
L
g
門目。己
ω
円}百コ

(UF〈
F
S
S
N
g
m円1

2
7
F
一∞∞
m

も
定
期
金
賠
償
判
決
の
事
情
変
更
に
よ
る
変
更
に
触
れ
て

い
な
い
。
定
期
金
支
払
請
求
を
認
容
ま
た
は
棄
却
す
る
判
決
が
、
定
期
金

基
本
権
(
見
g
g
R
2
E
)
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
を
理
由
と
す
る
と
き

で
も
、
こ
の
理
由
た
る
判
断
に
つ
い
て
は
判
決
効
(
問
2
r
g
F弘
同
〉
を
生

じ
な
い
、
と
明
言
し
て
い
る
o

利
息
と
一
万
本
債
務
(
穴
告
芹
己
目
「
己

εの

関
係
と
同
じ
く
扱
っ
て
い
る

3
8
7
t
g
N
)
。

(
3
)

町
内
問
ユ
〉
ιc-『
〈

Q

口
〈
g
m
q
o君
、
「
年
同
ゲ
ロ
円
「
牛
耳
同
J
S
L
m
r
g
p
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∞ハ

Y

7
吋
〉
戸
『
一
・
一
∞
吋
白
は
、
一
八
六
三
一
年
の
第
七
版
を
そ
の
ま
ま
続

け
て
お
り
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
の
制
度
を
と
り
こ
ん
だ
叙
述
は
そ
の
列
2
l

z
m
r
&
E
m
2
C
ユE
-
の
節
の
な
か
に
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
第
三
巻
の

第
七
版
の
一
八
七
六
年
版
は
、
一
八
六
八
年
の
第
七
版
の
ま
ま
で
、
そ
の

損
害
賠
償
を
扱
っ
た
叙
述
の
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
は
触
れ
ら
れ
て

、
な
い
。ラ

イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
が
規
定
す
る
増
減
請
求
は
判
決
が
一

時
金
を
認
め
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
か
。
否
定
さ
れ
て
い
る
(
開
問
。
三
笥
?

B 
ω・印一~∞)。

け

開
四
日
(
前
掲
)
は
寄
定
説
で
あ
る
。
否
定
の
根
拠
は
、
一
時
金
賠
償
の

性
質

(Zω
昨
日
)
が
事
後
の
変
更
に
親
し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ど
ん
な
性
質
で
あ
る
か
は
説
か
れ
て
い
な
い
o

し
か
し
、
定
期
金
賠
償
の

性
質
に
つ
い
て
は
、
賠
償
義
務
自
体
の
判
断
は
終
局
的
♀
巴
E
Zる
で

あ
り
不
可
変
更
的
で
あ
る
が
、
定
期
金
の
額
の
判
断
は
仮
の
過
渡
的
な
も

の
(
広
丹
市
ユ
g
z
t
m口
Z
で
変
更
可
能
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は

一
時
金
賠
償
判
決
は
終
局
的
で
損
害
賠
償
請
求
事
件
を
そ
の
一
回
限
り
の

賠
償
で
落
着
さ
せ
る
と
い
う
性
質
を
も
っ
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
o

(
1
)

一
時
金
賠
償
(
同
名
芹
ω
-
o
r
r
E
E同
)
は
、
一
定
金
額
の
一
回
の
支

払
い
を
も
っ
て
全
部
賠
償
す
る
こ
と
を
い
う
ハ
何
回

F
S
3・
∞
-
日
ω
)
。

普
通
訴
訟
に
お
い
て
は
定
額
(
関
与

-z一
)
賠
償
が
原
則
で
あ
る
o

ラ
イ

ヒ
責
任
法
上
の
損
害
賠
償
に
お
い
て
は
、
定
額
一
時
金
か
定
期
金
か
は
裁

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

判
官
の
裁
量
的
選
択
に
委
ね
ら
れ
る
。
た
だ
、
第
七
条
第
一
項
は
定
期
金

が
通
例
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
(
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
定
期

金
が
通
例
で
あ
る
公
ロ
ハ
H
2
m
a巳
)
こ
と
が
後
に
原
則
定
E
E
m伊丹江
1

w
Z
で
あ
る
こ
と
に
規
制
の
性
質
が
変
え
ら
れ
た
〉

o

し
た
が
っ
て
、

P
円
買
(
一
∞
忍

.ω
・
日
ω
〉
は
、
当
事
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
一
時
金
賠

償
に
反
対
し
て
も
一
時
金
賠
償
判
決
を
裁
判
官
は
な
し
う
る
し
、
定
期
金

賠
償
に
反
対
し
て
も
l
一
時
金
賠
償
の
合
意
が
な
い
か
ぎ
り
|
定
期
金
賠

償
判
決
を
な
し
う
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
一
項
は
、
当
事
者
双

方
が
一
時
金
賠
償
に
合
意
し
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
官
は
必
ら
ず
一
時
金

賠
償
の
形
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
oHwmH2(前
掲
〉

は
そ
の
反
対
解
釈
と
し
て
、
当
事
者
双
方
が
定
期
金
賠
償
に
合
意
し
て

も
、
一
時
金
賠
償
判
決
を
な
し
う
る
と
い
う
。
〔
も
と
も
と
、
一
時
金
賠

償
が
普
通
法
の
原
則
で
あ
る
の
で
、
当
事
者
双
方
の
合
意
が
存
す
る
と
き

は
こ
れ
に
従
う
と
い
う
こ
と
か

i
筆
者
。
裁
判
官
が
こ
れ
に
従
う
こ
と
の

根
拠
と
し
て
、

p
s
z
は
当
事
者
双
方
の
訴
訟
上
の
契
約
の
効
力
を
考

え
る
が

(
H
w
m
p
S吋デ

ω・印
N
N

か
ら
の
孫
引
〉
、
開
四
日
(
前
掲
)
は
、

裁
判
官
は
原
告
の
申
立
の
種
類
と
範
囲
を
越
え
て
ま
た
は
こ
れ
に
反
対
に

裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
一
般
原
理
に
裁
判
官
が
従
う
の
で
あ

る
と
い
っ
て
い
る
。
定
期
金
を
通
例
と
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
|
|
相
手

方
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
|
|
解
放
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
〕

な
お
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
当
事
者
の
意
思
に

反
し
て
一
時
金
を
判
決
す
る
権
利
を
裁
判
官
か
ら
完
全
に
取
上
げ
る
も
の

北法24(1・209)209



料

で
は
な
い
、
と
す
る
判
決
が
あ
る
(
そ
れ
は
、
問
。
出
。
m
・
コ

-
Sミ・

尚
一
∞
吋
∞
w
ω
M
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
)
O

資

C 

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
が
規
定
す
る
増
減
請
求
の
方
式
は
ど

う
か
。
訴
え
に
よ
る
か
、
た
ん
な
る
申
立
で
足
り
る
か
o

裁
判
外
の
請
求
に

よ
り
直
接
に
な
ん
ら
か
の
効
果
が
生
ず
る
も
の
か
。

す
で
に
ラ
イ
ヒ
責
任
法
制
定
以
前
に
、
最
初
の
訴
訟
に
お
い
て
、
将
来
生

じ
う
べ
き
減
額
権

か
有
か
が
、
。
フ
ロ
イ
セ
ン
法
の
も
と
で
争
わ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
ラ
イ
ヒ

(冨
E
L
σ
E
=
問
問
2
7
3
を
判
決
に
お
い
て
明
示
す
べ
き

責
任
法
の
も
と
で
の
増
減
請
求
の
方
式
の
問
題
に
か
か
わ
り
を
も
ち
、
か
っ
、

最
初
の
訴
訟
の
判
決
の
判
決
効
の
客
観
的
範
囲
の
問
題
と
も
か
か
わ
り
を
も

っ
と
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
生
じ
う
べ
き
減
額
権
の
宣
言
が
判
決

の
セ
文
の
明
示
的
内
容
で
あ
る
べ
し
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
減
額
権
の

行
使
は
、
前
訴
判
決
の
判
決
効
に
抵
触
す
る
こ
と
は
な
く
、
前
訴
判
決
の
領

域
内
で
の
問
題
の
処
理
と
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

最
初
の
賠
償
判
決
の
内
容
は
将
来
に
わ
た
り
当
事
者
を
絶
対
的
に
拘
束
す

る
も
の
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
思
怨
は
、
す
で
に
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
制
定
以

前
に
存
し
た
o

た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
o

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
六
章
第
一
一
九
条
司
円
2
白山ー

の
「
巾
〉
-
一
同
σ

ヨ∞
5
0
円

ωロ仏百円
r
?
明
二
?
吋
広
丘
町
・
、
H，
Y
2
一
一
)
は
つ
ぎ

〈

1
)

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

権
利
者
が
、
傷
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肉
体
的
ま
た
は
精
神
的
な
力
を

使
用
し
て
現
実
の
稼
働
収
入
を
得
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
第
一

一
五
条
、
一
一
六
条
、
一
一
七
条
に
よ
り
給
付
す
べ
き
填
補
に
つ
き
減
額

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
百
戸
呂
田
与
問
九
百
円

E
Z
君
。
吋
借
る
。

〔
こ
の
規
定
に
お
け
る
填
補
は
、
年
金
(
r
r
g
円
。
区
内
〉
と
し
て
支
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
総
額
(
H
J
E
R
7
2
E
E
巾
)
と
し
て
支
払
わ
れ
で

は
な
ら
な
い
、
と
明
2
E
R
7
一
何
円
門
戸
ロ
ω
w
H
V
H
2
H凶
F
R
7
2
H
ι
2
5
片
品
円
一
戸
∞
L
・

閏
・
吋
〉
E
m
-
-

一
∞
回
目
の
五

O
凶
頁
の
註
二
二
が
註
釈
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
規
定
よ
り
も
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
の
規
定
の
ほ
う
が
定
期
金
の
支

払
い
を
判
決
で
命
ぜ
ら
れ
た
者
に
と
っ
て
ど
う
い
う
点
で
よ
り
有
利
か
を

列
。
凶
・
二
-
一
∞
自
己
宅
一
∞
u
m
w
一
ω
)
、
が
述
べ
て
い
る
。
〕

JtiJ:24(1・210)210

ま
た
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
の
思
想
的
先
輩
と
し
て
フ
ラ
ン
ス

民
法
典
第
二

O
九
条
第
二
一

O
条
を
挙
げ
る
も
の
が
い
る
(
者
何
足
。
E
T

コ
ロ
・
り
司
ハ
r-crn}耳
打
↑

5
f
H
O
N
g
p
∞
チ
国
-
一
∞
〕
1
u
w
H
山
口
E
E
N
Z
『掛宝
ω、

〉
=
ョ
-
一
吋
U
H
ν
2
2
問
。
P

]戸
同
一
E
T
U
一
ゅ
の
ぞ
ニ
問
)
E
N
2
5
三
百
5間
宮
《
凶
器

円
)
日
同
仲
間
「
巾
問
。
片
7
.
h
p
〉
戸
『
一
・
∞
牛

一
-
-
∞
山
田
州
内
G
E
E
-
N
日
明
ω
M
ω
)
。

〈

2
)

フ
ラ
ン
ス
民
法
山
県
第
二

O
九
条
の
規
定
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

扶
養
料
を
与
え
る
者
が
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
扶
養
料
を
受
け
る
者
が
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
負
担
の
解
除
ま
た
は
減
額
を



請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

右
の
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
規
定
に
関
し
、
将
来
の
減
額
を
賠
償
義
務
者
が
賠

償
権
利
者
に
対
し
て
求
め
る
べ
き
減
額
権
を
、
最
初
の
賠
償
訴
訟
の
認
容
判

決
の
主
文
の
な
か
で
明
言
す
る
こ
と
を
賠
償
義
務
者
が
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
日
フ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
(
同
巳
l

ny目
uuCσ
巾
『

y
g品
。
}
出
回

σロ
ロ
プ
同
)

の
判
決
は
こ
れ
を
否
定
し
た
(
開
三
包
括
己
l

E
m

こ
#
]
5・-∞叶
ω
-
-
w
D
Z
n
y・∞内田"∞、

ω
・
当
o
j
)
O

け

鉄
道
の
仕
事
中
に
手
足
を
切
断
す
る
事
故
に
遭
っ
た
従
業
員
が
、
一
八

三
八
年
一
一
月
三
日
法
律
第
二
五
条
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
、
一
切

の
損
害
の
賠
償
を
鉄
道
に
対
し
請
求
し
た
事
件
で
あ
る
o

判
旨

l
控
訴
裁
判
官
が
右
の
法
律
に
よ
り
被
告
が
有
す
る
権
利
〔
減
額

権
|
筆
者
註
〕
を
判
決
主
文
に
お
い
て
明
示
的
に
宣
言
し
な
か
っ
た
の
は

右
第
一
一
九
条
に
違
反
し
、
法
律
に
基
礎
を
も
っ
権
利
を
と
く
べ
つ
に
判

決
の
中
で
明
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
い
う
見
解
を
有
し
た
こ
と
は

〉
ご
問
。
ョ
巳
5
0
2
-
n
r
Z
H
O丘
E
口町一一(〉の
O
)
の
序
章
の
第
一
条
お
よ

び
吋
2
Y
L
5
2
の
原
則
に
衡
突
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
抗
告
人
は
抗
告

す
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
控
訴
裁
判
官
は
明
瞭
に
、
原
告
が
後
に
な
っ
て
そ
の

生
計
手
段
を
全
部
的
に
ま
た
は
部
分
的
に
現
在
と
異
な
る
し
か
た
で
得
る

に
至
る
と
き
は
右
第
一
一
九
条
は
減
額
の
権
利
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

と
を
、
認
め
て
い
る
o

右
第
一
一
九
条
は
、
将
来
の
減
額
権
を
裁
判
官
が

確
認
す
べ
き
か
は
定
め
て
い
な
い
し
、
い
か
な
る
方
式
で
確
認
す
べ
き
か

も
定
め
て
い
な
い
。
よ
っ
て
控
訴
裁
判
官
は
右
第
一
一
九
条
に
違
反
し
て

亡
、
O

B
U
ふ
/
F
h
L
V

控
訴
裁
判
官
は
A
G
O
第
一
条
に
も
違
反
し
な
い
。
け
だ
し
こ
の
将
来

あ
り
う
べ
き
減
額
(
〉
町
丹

Y
E口
問
)
を
求
め
る
権
利
は
争
訟
的
(
切
丹
円
2
l

z巴
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
裁
断
(
肘
三

R
Z
E
E問
)
を
要
し
な

い
。
争
訟
的
で
あ
る
の
は
、
こ
の
権
利
の
要
件
事
実
が
現
在
具
体
的
な
場
合

に
存
在
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
問
題
は
、
す
で
に
裁
判
官
が

訴
え
の
申
立
ど
お
り
に
被
告
に
給
付
を
命
ず
る
こ
と
に
よ
り
裁
断
し
た
の

で
あ
る
o

減
額
権
の
構
成
要
件
事
実
が
そ
の
後
に
生
じ
た
と
し
て
も
、
こ

の
こ
と
を
以
酌
す
る
こ
と
は
現
在
存
す
る
裁
判
|
|
一
八
七
一
年
九
月
一

日
よ
り
死
亡
に
至
る
ま
で
原
告
に
毎
月
一
六
、
ロ
ニ
『
支
払
え
|
|
に
抵

触
し
な
い
。
そ
の
趣
旨
を
言
明
し
た
原
審
裁
判
官
は
耳
ω
]
邑
-
E
E
の
原

則
に
違
反
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
原
審
裁
判
官
は
、
彼
の
判
決
に
、
将

来
の
減
額
を
締
め
出
す
ほ
ど
の
範
囲
に
、
判
決
効
を
与
え
た
の
で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
は
判
決
理
由
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
o

筆
者
註
l
A
G
O
第
一
条
は
つ
ぎ
の
文
言
で
あ
る
。

期
一
〉
一

r
∞
昨
日
主
同
}
見
回
件
。
ロ

tr司
∞
R
7
2
E
M
L
問

R
r常-君。一
nr。

巳
=
。
門
戸
の
ゆ
問
。
ロ
ω宮ロ仏

LEHν
コ〈
ω門
巳
問
。
ロ
江
戸
戸
口
吋
出
回
戸
山
口
百
円
r
o
p
ヨロ
ωωmp

当

E
ロ
『
吉
岡
E

一t
m
g
d手
2
2ロ
}
S
E
E
S
ω
仲

民

同

『

E
L
2
・《凶戸
H
R
r
コ円
i

rgH]Fnzz
〉口皆同
)
E円
r

g
仲
間
円
}
ユ
作
品
向
口
当
日
仏
2
・

(
ω
E
2
7
9
Z
〉
RrF〈唱

E
-
U吋
lgw
∞
一
回
の
判
例
の
引
用
の
孫
引
)
。
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d
巾

1

ψ氷川白

右
の
判
旨
の
な
か
で
、
判
決
効
が
将
来
の
減
額
請
求
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

資

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
イ
セ
ン
法
に
関
す
る
論
争
事
情
は
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第

七
条
第
二
項
の
増
減
請
求
の
形
式
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
見
解
の
対
立
が
な
ぜ
あ
っ
た
か
を
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
o

開
閉
山
内
円
(
一
∞
吋
U
W
ω
・
印
ω
印
)
に
よ
る
と
、
H
J
E
C
は
、
右
の
増
減
請
求
は
、

単
純
な
訴
訟
上
の
申
立
の
方
式
に
よ
り
な
さ
れ
、
裁
判
官
が
こ
れ
に
解
決

〈

3
)

(
H
N
2
9
E
Z
)
を
与
え
る
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
同
時
に
最
初
の
判
決
の
判
決
効
(
列
2
7
t
r
H
色
。
を
よ
り
よ

く
守
護
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
た
o

こ
れ
に
対
し
、

F
百
は
、
右
の
増
減
請
求
は
、
新
訴
の
方
式
に
よ
る
ほ
か

は
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
訴
え
の
要
件
を
す
べ
て
具
え
た
訴
え

の
方
法
で
変
更
請
求
(
〉

E
ロ
牛
耳
E
m
E
Z
印
有
E
ど
を
提
起
し
、
裁
判
官
は

こ
れ
を
通
常
の
訴
訟
手
続
で
審
理
裁
判
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
そ
の
理
由

は
、
請
求
が
実
体
法
上
新
請
求
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
争
い
あ
る
権
利
は

判
決
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
と
い
う
一
般
の
法
定
則
合
-
一
%
ヨ
江
見
知
2
7
l

P
R
向
。
]
)
に
反
す
る
こ
と
は
明
文
の
規
定
な
く
し
て
は
理
由
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

円

4
u

さ
て
、
変
更
請
求
を
手
続
上
主
張
す
る
形
式
が
訴
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
変
-
交
の
訴
え
は
前
訴
の
判
決
効
を
破
る
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
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た
の
か
そ
れ
と
も
こ
れ
に
抵
触
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題

が
生
ず
る
。

(
1
)
ω
c
r
ω
E
r
円
切
句
作
n
z
-
m
g
w
《
凶
作
円
ぐ
均
一
己
N
ロ
ロ
間
口
=
問
。
白
口
一
戸
丹
市
プ

内
凶
戸
R
Y
〉
口
君
め
巴
《
]
C
H
M
m
問
。
-
ロ
2
r
E
門
司
-
2
]
F
円
y
s
c
母
円
。
虫
色
E
r
E
h
i

g
N
戸
2
=
。
2
5
R
E
R
r
g
阿
古
君
。
号
。
四
己
E
H
四
件
、
m
G
口
出
回
ι
2
m
l

丘
町
内
E
『
仏
吊
E
円
}
戸
棚
ご
印
・
ご
m-

二
吋
N
Z
F
E
窓
口
《
]
命
肘
三
2
7位
i

L
F
間
口
口
問
谷
間
命
日
円
7
5
件
当
内
三

3
・
(
開
問
。
F
一
∞
3
.
ω
・
印
M
∞
の
引
用

の
孫
引
)
。

(
2
)
(
U
C
L
o
n
Z
ニ
・
H
L
2
0
同
V
E
E
F
R
O
B
℃
2
5
H
g
m
p
叶
界
再
〈
ロ
ロ

口
出
コ
ロ
m
p
(
U
}
臣
官
同
円
。
〈
0
2
0
E
荷
主
5
5
』
巳
E
Z
話
口
円
P
M
E
ω
1

5
問
符
(
期
日
O
ω
|
l
抑
同
二
〕

〉
ユ
-
M
O
U
「
0
3
』
5
2
-
己
3
5
2
ロ
門
口
芹
c
c
n
乙
己
3
5
Z
A川
CM片

(}ぬωμ-t出向口丹mmm仙丹『命同)一邸内血色町山口ωロロ恥丹釦同門巾
7

2
戸
内
て
ロ
ロ
ロ
ぬ
℃
C
F
問
問
。

℃
一
口
印
。
D
L
q
ロ
コ
m
F
C
戸
《
戸
口
。
一
、
山
口
同
H
.
0
口
、
内
口
印
F
丹
℃
-
c
m
σ
。
ω
c
-
口
内
口

同
C
C
件
。
広
角
川
口
官
出
円
品
川
F
0
・
一
ω
L
h
n
7
ω
『
問
。
C
戸
円
払
L
C
円
門
戸
C
口
℃
ぬ
ロ
件
。
口
巾
同
円
。

ι命ロ
d

門戸口仏品問・

〉
ユ
M
呂
田
一
山
吉
E
C
ロ
=
o
A
E
L
2
同
町
2
5
町
仏
g
m
z
g
g
z

』

E
丘
町
Z
』
口
、
己
-
m
E
宮
口
仲
間
出
百
円
一
位
日
出
5
5
ロ
m
Z
E
g
g
-
2
・

r

件コゲロロω-司CEロ-mww巾口円。ロ口内凶F国凶ωロ円角川仏巾円白戸ωPC円内田C口口角川門』戸、冊一一作

品
2
2
日
仏
m
E
E
L
。
E
O
R
P
』
戸
、
己
宮
口
0
5
コ
E
a
g雪
Z
5
ロ
L
5

2
-
E
m
w
戸
5
5
-
丘
一
巾
門
H
2
4
P
L
g
乙
口
己
ぬ
ロ
仲
田
・



ラ
イ
ン
地
方
や
パ

i
デ
ン
地
方
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
を
現
行
法
と

し
て
い
た
。

(
3
)
H
N
2
0
-
三
2
2
p
z
g
と
い
う
の
は
非
訟
事
件
に
似
た
よ
う
な
も

の
と
想
像
す
る
が
、
そ
の
本
体
を
明
瞭
に
す
る
ほ
ど
に
は
筆
者
の
調

査
が
進
ん
で
い
な
い
。

(
4
)
変
更
請
求
の
方
法
は
訴
え
た
る
べ
き
こ
と
は
そ
の
後
の
判
例
に
よ

り
確
立
し
た
(
列
。
出
。
芯
・
二
・

5
g
w
切
仏
虫
、

ω
m
T
H
N
O
Z
O
N
-
-

m
・
5
3
唱切門日・同印・

2
u
u
同
ONω
・
芯
-
-
∞
謡
、
岡
山
の
N
f
m
T
m
o
m
-
h
f

一∞∞
0

・
H
N
C
N
ア
ω
一印
)

0

D 

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
金
賠
償
判
決
の

は
け

既
判
効
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

ま
ず
、
定
期
金
賠
償
を
通
例
と
す
る
こ
と
を
ラ
イ
ヒ
議
会
に
お
い
て
論
議
し

た
さ
い
に
、
既
判
効
に
つ
い
て
な
に
か
諮
ら
れ
た
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。

(

イ

)

何

%
F
S
S
3・印
N
ω
j印
同
吋
)
が
、
定
期
金
賠
償
を
通
例
と
す
る

」
と
の
可
否
に
つ
い
て
の
ラ
イ
ヒ
議
会
で
の
討
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

C
E己
ゲ
議
員
は
一
般
討
論
に
お
い
て
述
べ
た
o
八
あ
る
労
働
者
が
傷
害

を
蒙
り
一
時
金
で
も
っ
て
全
部
賠
償
さ
れ
た
場
合
、
諸
君
は
、
そ
の
者
が
生

涯
労
働
不
能
で
あ
る
と
か
ま
た
は
生
涯
に
わ
た
り
労
働
能
力
の
半
分
を
喪

失
し
た
と
か
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
は
医
師
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
至
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
い
い
た
い
。

そ
の
者
が
今
一
時
金
に
よ
り
全
部
賠
償
さ
れ
、
何
か
月
か
後
に
一
再
び
労
働

で
き
る
な
ら
ば
、
彼
は
彼
に
欠
け
て
い
な
い
も
の
、
彼
が
失
な
わ
な
か
っ

た
も
の
に
つ
い
て
補
償
さ
れ
た
の
で
あ
る

o
V
〔
こ
れ
は
定
期
金
賠
償
賛

成
論
で
あ
る
|
筆
者
註
〕
0

ω
n
y
宅
日
目
議
員
も
一
般
討
論
で
同
国
日
の
こ
と
を
述
べ
た
。
お
お
む
ね
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

責
任
(
国
民
仲
間
比
一
回
円
7
3
の
範
囲
は
、
時
、
が
経
っ
て
傷
宝
円
が
重
症
化
し

た
と
き
に
は
拡
大
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
被
害
者
が
な
ん
ら
か
の
方
法
で

他
の
産
業
部
門
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
損
害
を
将
来

に
わ
た
り
よ
り
小
さ
く
す
る
よ
う
な
結
果
が
生
じ
た
と
き
に
は
縮
少
し
う

る
も
の
で
あ
る
o
わ
が
民
法
に
お
い
て
も
類
似
の
ケ
l
ス
が
あ
り
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
実
務
例
は
、
補
償
が
定
期
金
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
受
け
る

者
に
と
っ
て
も
与
え
る
者
に
と
っ
て
も
常
に
最
善
で
も
っ
と
も
正
当
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

ζ
2
5一
議
員
は
第
二
読
会
に
お
い
て
定
期
金
賠
償
を
通
例

(
H
N
aえ
)

と
す
る
こ
と
に
賛
成
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
o

継
続
的
な
毎
年
繰
返
し
て
将
来
に
な
っ
て
は
じ
め
て
明
白
に
認
識
し
う

る
よ
う
に
な
る
損
害
が
問
題
で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
一
時
金
に

よ
る
全
部
賠
償
を
判
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
最
大
の
困
難

の
極
み
に
陥
り
、
多
く
の
鑑
定
人
に
関
与
さ
せ
た
と
き
は
怒
意
的
な
把
え
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方
を
し
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
反
対
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
列

g自
-
議
員
は
、
政
府

提
案
草
案
に
賛
成
し
、
裁
判
官
が
定
期
金
と
一
時
金
を
自
由
に
選
択
で
き



学}

る
と
す
る
こ
と
を
よ
し
と
し
て
、
定
期
金
を
通
例
と
す
る
こ
と
を
法
律
で

指
令
す
る
こ
と
に
原
理
的
に
反
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

個
々
の
ケ
1

ス
に
お
い
て
被
害
者
に
正
当
な
賠
償
を
得
さ
せ
ん
と
欲
す

る
こ
と
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
o

し
か
し
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
、
裁
判
官
が
個
々
の
事
情
を
評
量
し
て
そ
れ
に
従
っ

て
賠
償
額
の
程
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
可
能
な
か
ぎ
り
自
白

に
す
る
場
合
に
の
み
、
な
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
o
ζ
岡
宮
内
一
議
員
は
、

定
期
金
を
認
め
る
こ
と
が
よ
り
正
当
で
あ
る
と
い
う
が
、
一
時
金
を
定
め

る
こ
と
の
ほ
う
が
は
る
か
に
よ
り
合
目
的
で
あ
る
場
合
が
非
常
に
多
く
存

在
し
う
る
o

た
と
え
ば
、
鉄
道
事
故
で
肺
に
重
い
傷
を
蒙
っ
た
者
が
僅
か

の
年
数
し
か
生
き
る
こ
と
、
が
で
き
な
い
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
と
き
に
は
、

定
期
金
を
認
め
る
こ
と
は
正
し
い
賠
償
で
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

回
答
円
議
員
は
、
河
口
自
己
議
員
の
見
解
に
反
対
し
て
、
こ
う
述
べ
た
o

定
期
金
を
通
例
と
す
る
こ
と
は
正
義
の
切
な
る
要
求
で
あ
る
。
裁
判
官

は
事
実
状
態
を
洛
意
的
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。
賠
償
の
認
容
を
人
間
の

現
実
の
生
存
期
間
に
直
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
も
と

と
す
る
定
期
金
を
認
め
る
べ
き
で
、
常
に
極
め
て
不
確
か
な
推
測
上
の
生

存
期
間
を
も
と
と
し
て
一
時
金
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
H
N
E
ω

乙
議
員

が
挙
げ
た
例
に
お
い
て
も
生
存
期
間
の
た
め
に
の
み
賠
償
を
与
え
る
の
が

法
律
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
二
時
金
に
よ
る
べ
き
な
ら
ば
、

人
は
不
幸
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な
利
益
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

人
が
即
死
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
確
か
に
も
っ
と
も
悲
し
む
べ
き
こ
と

で
あ
る
が
、
彼
は
そ
れ
に
よ
り
な
に
も
の
を
も
手
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。

資

右
に
紹
介
し
た
よ
う
な
討
論
を
経
て
、
ラ
イ
ヒ
議
会
は
定
期
金
を
通
例
と

す
る
旨
の
明
文
化
を
議
決
し
た
。
す
な
わ
ち
、
逐
次
的
に
の
み
現
在
化
す
る
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損
害
の
た
め
に
逐
次
的
な
填
補
を
す
る
と
い
う
損
害
と
填
補
の
密
着
性
を
通

例
と
し
た
の
で
あ
る
o

右
の
討
論
を
煩
を
い
と
わ
ず
紹
介
し
た
の
は
、
損
害

の
継
続
的
な
性
質
が
意
識
さ
れ
、
こ
れ
が
論
争
の
根
本
原
因
を
な
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
問
題
を
一
時
金
に
す
べ

き
か
定
期
金
に
す
べ
き
か
と
い
う
形
で
考
え
る
と
き
に
は
、
判
決
の
既
判
効

(
H
N
虫

Hrrr片
山
『
(
)

が
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
う
ち
が
う
か
と
い
う
こ
と
は
討
論

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
o
判
決
効
の
問
題
は
、
増
減
額
前
求
を

認
め
る
か
否
か
の
問
題
と
の
関
連
で
の
み
考
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
増
減
額
請
求
は
定
期
金
に
つ
い
て
の
み
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
で
は

一
八
八

O
年
頃
に
は
、
定
期
金
賠
償
判
決
の
判
決
効
の
客
観
的

範
聞
と
変
更
請
求
の
訴
え
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
。

(
ロ
)
ま
ず
思
山
2
・
一
∞
出
を
見
ょ
う
o
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る

(ω
・
日
口
)
。

判
決
効
は
ひ
と
つ
の
認
識
を
前
提
と
し
、
こ
の
認
識
の
根
底
に
は
当
事

者
間
の
係
争
法
律
関
係
の
基
礎
と
し
て
法
的
な
そ
れ
だ
け
で
な
く
事
実
的

な
そ
れ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
〔
こ
こ
で
、
彼
は
、

m，
AE件
。
ァ
吋
F
0
2
Z
C
門戸仏

阿

ν
E
M
E
仏
何
回
司
円
。
己
切
2
n
F
2
M
M
Mユ〈山町内円「宮、]{・

ω・日目白コ・

ω門耳目伸一
H
G
吋山件、
ω

〉

HnE〈
回
仏
二
・

ω・
ωコ
を
引
用
し
て
い
る
筆
者
〕

0

裁
判
官
は
資



t→ 

料
に
基
づ
き
一
切
を
尽
し
た
有
責
判
断
〔
給
付
を
命
ず
る
判
決
|
筆
者
〕

を
す
る
が
、
そ
の
資
料
は
法
的
な
面
で
の
み
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
の
判
決

(
1認
識
)
は
権
利
な
い
し
は
義
務

の
存
在
公
E
E
)
に
関
し
て
の
み
不
可
変

P
E
E口
宏
司
]
正
乙
で
あ
り

う
る
の
で
あ
る
。
事
実
資
料
の
十
分
な
知
得
は
裁
判
官
に
は
不
可
能
で
あ

る
。
権
利
の
範
囲
を
基
礎
さ
つ
け
る
事
実
の
状
態
は
恒
定
的
な
も
の
で
は
な

く
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

か
く
し
て
、
権
利
の
範
囲
は
判

決
に
お
い
て
不
可
変
の
も
の
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
裁
判
官
は
将
来
の
損
失
の
代
償
と
し
て
給
付
を
前
以
て
定
め
る
の
で

あ
る
が
、
彼
は
、
稼
働
収
入
無
能
力
ま
た
は
生
計
喪
失
の
現
在
の
状
態
に

将
来
も
一
致
す
る
す
な
わ
ち
事
実
的
基
礎
は
同
一
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
一
万
来
は
時
間
的
に
限
界
づ
け
さ
れ

な
い
請
求
権
が
、
等
し
い
事
実
的
基
礎
に
基
づ
く
部
分
に
つ
い
て
だ
け

〔
事
実
的
基
礎
が
等
し
い
ま
ま
で
継
続
し
て
い
る
限
り
で
だ
け
の
意
|
筆

者
註
〕
判
決
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
情
が
本
質
的
に

変
更
す
る
と
、
請
求
権
の
従
前
の
部
分
に
代
わ
っ
て
(
き

ω
E
F
L
g
r
1

2
7
R
F
m
g
吋
耳
ニ
切
)
別
の
部
分
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
o
後
者
は
前
者

と
、
権
利
根
拠

(
H
N
R
E
ω
m
E
E
l権
利
の
存
在
と
い
う
こ
と
)
を
共
通

に
す
る
が
範
囲
は
こ
れ
を
共
同
に
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
範
囲
に
つ
い
て

は
、
し
た
が
っ
て
、
同
2

2
去の
mwg
は
問
題
に
な
ら
な
い
o

認
容
さ
れ
た

定
期
金
の
変
更
可
能
性
の
な
か
に

H
g
E去
E
Z
の
原
則
違
反
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
〔
定
期
金
の
性
質
、
継
続
的
損
害
の
性
質
に
か
ん
が

み
、
権
利
の
存
在
と
範
囲
を
分
別
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
ま

西ドイツ民訴三二三条の絵えについて

た
、
請
求
権
の
従
前
の
部
分
が
本
質
的
事
情
変
更
に
よ
り
、
別
の
部
分
に
と

っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
発
想
に
注
目
し
て
お
こ
う
o

A
と
B
と
範
囲
を

異
に
し
B
が
A
に
と
っ
て
代
わ
る
(
B
1
A
I
X
)
と
い
う
の
は
、

A
の
範

囲
が
A
の
範
囲
の
な
か
で
減
少
す
る
(
A
l
x
l
B
〉
と
い
う
発
想
と
l

B

を
起
点
と
す
る
か
A
を
起
点
と
す
る
か
の
点
で
|
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
『
2
Y
L
-
g
g
に
反
し
な
い
と
い
う
点
も
注
目
し
て
お
こ
う
。
ー

筆
者
〕開向
日
(
一
∞
吋
国
)
は
、
さ
ら
に
減
額
請
求
を
許
す
こ
と
に
対
し
て
矯
額
請

求
を
も
許
す
こ
と
に
つ
き
賛
成
し
、
そ
の
根
拠
を
、
一
方
に
と
っ
て
正
当

で
あ
る
公
2
Z
)
こ
と
は
他
方
に
と
っ
て
相
当
で
あ
る

(Z-一
-
巴
か
ら

と
い
っ
て
い
る

(ω
・

2
プ
こ
の
根
拠
ず
け
は
す
で
に
ラ
イ
ヒ
議
会
で

F
F
政
府
委
員
が
述
べ
て
い
る
)

0

(
1
)

ロ
斤
河
内
町
一
戸
円
安
g
p
巳
ロ
g

C
ユ『合同一
ω
月同
N

同
色
口

L
2
m
R
Z
M
l

2
Fと
E
5・
2ω
《

r
H
H
d
ι
2
2口
問
。
宝
山
四
件
。
〉
E
胃

5
7
2弓月一
g
i

g
F
ω
F
E
M
L
2
5
m
F巳
ω院の一戸
]Mcr。
EM《
凶

円

on--同一片}凶作。門戸戸口巳一ロ四巾

『

2
ユ7
2
}
g
L
2
開
円
「

252Mmω
〈

22ω
・

(

剛

ハ

ο
E四
-
M
n
r
E
M
C
r
2
H

、吋コゲ
c
g
}
の
国
間
四
口
白
門
の
一
八
五
三
一
年
一
二
月
九
日
の
期
日
の
事

件
)
。

r、
ノ、
¥ノ

一
八
八

O
年
前
後
の
普
通
民
事
訴
訟
法
の
概
説
書
に
お
い
て
ラ
イ

北j去24(1・215)215

ヒ
H
H
任
法
上
の
定
期
金
賠
償
判
決
の
変
更
を
論
じ
た
も
の
が
見
当
ら
な
い
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
(
前
掲
2
A
)
、
普
通
(
私
)
法
の
概

説
者
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
論
じ
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。



料

(
1
)
の
・
切
巾
凹
己
2
・
ω
〕
『
間
宮

H
U
L
g
m
巾
同
出
企
コ
巾
ロ
門
常
三
田
口
r
g
司
ユ
〈
白
門
司
巾
l

n
r
F
十
〉
己
2
・
一
∞
∞
印
の
第
二
編
第
三
部
債
権
法
の
第
三
章
不
法

行
為
債
権
と
損
害
賠
償
義
務
の
匝
(
五
三
九
頁
)
に
お
い
て
、
ラ
イ

ヒ
責
任
法
上
の
損
害
賠
償
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
判
決
効
に

は
一
言
及
し
て
い
な
い
。
出
目
〈
の
2
r
耳
・
ω
U
3
2
ヨ
含
凶
含
三
m
l

F
E
P
2
ω
片
足
円

r
t
.
-
品
〉
己
口
一
∞
∞
同
(
初
版
は
一
八
四
八
年
ら
し

い
|
|
初
版
の
序
文
が
一
八
四
八
年
付
で
あ
る
)
は
、
一
八
八
一
年

付
の
第
一
四
版
の
序
文
で
、
新
し
い
文
献
を
考
慮
に
入
れ
て
加
筆
し

た
と
あ
る
が
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
に
触
れ
た
と
こ
ろ
も
、
定
期
金
賠
償

の
判
決
効
に
触
れ
た
と
こ
ろ
も
見
当
ら
な
い
。

資

〆戸h、

一、、J

一
八
八

O
年
頃
ま
で
の
判
例
の
な
か
で
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
上
の
定

期
金
賠
償
判
決
の
事
情
変
更
に
よ
る
変
更
と
判
決
効
の
関
係
に
か
か
わ
り
の

あ
る
事
項
に
つ
い
て
見
解
を
示
し
た
も
の
を
拾
い
あ
げ
、
こ
れ
を
分
析
し
て

み
る
。
便
宜
上
こ
こ
で
は

一
八
七
九
年
ま
で
の
判
例
を
取
り
あ
げ
る
o

す

な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
(
同
g
n
r
m
g門
7
3
の
判
例
は
次
節
に
譲
る
。

①
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
七
年
九
月
五
日
決
定
(
∞
L
N
N
・

ω
N
S
l
|
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
に
規
定
す
る
定
期
金
請
求
権
は
賠
償

の
諮
求
権
で
あ
っ
て
扶
養
の
請
求
権
で
は
な
い
o

そ
れ
は
扶
養
請
求
権
の

性
質
及
び
法
律
上
の
優
遇
を
い
さ
さ
か
も
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

筆
者
註
l
l
定
期
金
で
も
賠
償
と
扶
養
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
の
忠
由

。ュ
E
-
M
O
E白
白
石
印

(U-

一
回
日
・
ω
品
川
)
も
明
言
し
て
い
る
o

し
か

し
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
破
棄
院
は
賠
償
定
期
金
に
つ
い
て
は
可
変
性

(
S
7

2
r
E
広
)
を
認
め
な
い
。

②
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
八
年
一
一
月
一
二
日
判
決
(
∞
仏
-

E
い
田
町
)
|
|
一
八
七
四
年
に
ラ
イ
ヒ
鉄
道
の

E
・
L
の
総
局
は
職
務
上

の
事
故
で
死
亡
し
た
機
関
士

D
の
未
亡
人
に
五

0
0
フ
ラ
ン
の
終
身
年
金

を
支
払
う
こ
と
を
命
ず
る
判
決
を
受
け
た
。
未
亡
人
は
一
八
七
五
年
四
月

七
日
に
J
と
再
婚
し
た
。
総
局
は
一
八
七
七
年
五
月
二
八
日
に
訴
え
を
起

こ
し
、
年
金
の
廃
止
(
予
備
的
に
減
額
)
と
再
婚
の
時
以
後
に
受
領
し
た

年
金
の
返
還
と
を
請
求
し
た
o

原
審
判
決
は
、
年
金
を
一
八
七
七
年
六
月

一
日
か
ら
二

0
0
マ
ル
ク
に
減
額
し
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
総
局
は
上
告
し
た
が
上
告
棄
却
。

判
旨
l
l
定
期
金
を
認
容
す
る
判
決
の
判
決
効
(
問
2
7
Z
町
民
同
)
を

制
限
す
る
例
外
規
定
は
こ
の
制
限
が
法
律
の
明
瞭
な
意
思
を
こ
え
る
よ
う

な
こ
と
の
な
い
こ
と
を
命
ず
る
。
法
律
は
裁
判
官
に
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
川

酌
し
て
一
時
金
を
認
め
る
こ
と
を
許
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
は
事
態
の

そ
の
後
の
変
更
は
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
定

期
金
の
程
度
を
定
め
た
裁
判
が
事
態
が
本
質
的
に
変
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
効
力
を
有
し
つ
守
つ
け
る
こ
と
(
司
O
ユ
君
主
日
ロ
)
は
、
よ
り
ア
ブ
ノ
ー
マ

ル
な
こ
と
法
律
の
意
思
に
よ
り
矛
盾
す
る
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、

返
還
を
認
め
る
こ
と
は
権
利
者
の
法
律
的
な
地
位
を
著
し
く
不
安
定
の
も

の
と
す
る
。

筆
者
註
l
l
一
時
金
は
変
更
(
増
減
)
を
許
さ
ず
と
い
う
考
え
方
を
注

目
し
て
お
こ
う
o

何
回
2
u
一
∞
忍
も
定
期
金
支
払
義
務
者
は
既
に
支
払
つ

北ì't~24(1 ・ 216)216



け

た
定
期
金
の
返
還
請
求
権
を
有
せ
ず
、
定
期
金
の
廃
止
ま
た
は
減
額
を
宣

言
す
る
判
決
は
遡
及
効
を
有
し
な
い
と
い
っ
て
い
る
(
五
三
五
頁
)

O

①
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
九
年
六
月
一
一
一
日
判
決
(
∞
仏
・

出
・
同
一
回
)

1

1

1

事
実
関
係
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
減
額
請
求
を
し

た
場
合
に
は
、
減
額
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
は
、
減
額
分
を
裁
判
所
に
供
託

す
べ
き
も
の
か
、
そ
れ
と
も
権
利
者
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
が
問
題
に

な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
|
|

判
旨

l
l
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
定
期
金

の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
の
執
行
力
は
向
条
第
二
項
に
よ
り
起
こ
さ
れ
た

と
こ
ろ
の
廃
止
ま
た
は
減
額
の
請
求
と
は
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
o
-

義
務
者
は
裁
判
所
が
権
利
者
に
支
払
う
こ
と
に
異
議
を
申
立
て
る
権
利
を

有
し
な
い
o
〔
つ
ま
り
、
減
額
請
求
を
し
て
も
、
前
訴
判
決
は
執
行
さ
れ

完
全
な
満
足
を
受
け
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

t
l
筆
者
訟
。
〕
-
-

事
情
の
変
更
は
前
訴
判
決
が
確
定
し
た
時
公
R
Z
m
r
s
p£
に
な
っ
た
時
)

以
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
決
を
言
渡
し

た
時
で
は
な
い
。
〔
開
問
司
の
四
三
九
頁
を
引
用
し
て
い
る
筆
者
註
〕
0

|
|
将
来
の
嫁
働
収
入
能
力
の
喪
失
ま
た
は
減
少
を
賠
償
す
る
も
の
と
し

て
は
通
例
は
定
期
金
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
、
こ
の
場
合
に
は
判
決
の
終

局
的
判
決
効
は
補
償
義
務
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
の
判
断
に
限
定
す
べ
き

で
、
当
事
者
は
衡
平
お
よ
び
実
体
法
の
見
地
か
ら
第
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
っ
て
様
々
の
見
込
ち
が
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
o
|
|
判

決
の
時
に
存
し
な
い
の
に
誤
っ
て
存
し
た
と
認
定
さ
れ
た
事
情
を
存
し
な

い
と
あ
ら
た
め
て
主
張
す
る
こ
と
は
事
情
変
更
の
主
張
に
あ
た
ら
な
い
。

西ドイツ民訴三二三条の結えについて

|
|
前
訴
に
お
い
て
主
張
す
べ
く
し
て
主
張
し
な
か
っ
た
事
情
を
主
張
す

る
こ
と
は
変
更
の
主
張
に
は
あ
た
ら
な
い
。

筆
者
註

i
l判
旨
は
、
定
期
金
の
額
を
定
め
る
裁
判
に
は
判
決
効
が
な

い
と
い
う
趣
旨
に
反
対
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
注
目
し
て
お
こ

う
o
本
判
旨
は
開
問
2
の
四
三
九
頁
を
引
用
し
て
い
る
が
、
初
版
の
四
三
九

頁
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
二
版
(
一
八
七
九
年
)
で
は
、
五
三
九
瓦
に
お

い
て
、
八
そ
の
後

V
(
ラ
イ
ヒ
責
任
法
七
条
二
項
の

5
N
i
m
n
Zる
と
は
、

定
期
金
を
定
め
た
直
近
判
決
の
判
決
効
の
日
か
ら
そ
の
定
期
金
の
廃
止
ま

た
は
減
額
の
申
立
の
日
に
至
る
ま
で
の
問
の
こ
と
を
い
う
と
い
っ
て
お

り
、
日
川
口
L
g
H
出
口
口
が
判
決
か
ら
変
更
e

申
立
ま
で
と
い
う
の
は
正
確
で
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
何
回
買
は
五
三
五
頁
で
、
定
期
金
の
判
決

効
あ
る
廃
止
ま
た
は
減
額
の
時
に
は
じ
め
て
従
前
の
判
決
が
通
用
力

(の乙円
E
m
)
を
失
な
う
と
い
っ
て
い
る
。

(
1
)
H
W山
戸
一
∞
吋
∞
は
、
巻
頭
に
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
の
ラ
イ
ヒ

責
任
法
に
関
す
る
判
決
の
-
覧
表
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
一
八
七
三

年
か
ら
、
一
八
七
九
年
二
月
ま
で
の
判
決
二
一
六
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
で
変
更
請
求
と
前
訴
判
決
の
『
3

7
忌
g
g
の
関
係
に
触
れ
た

も
の
は
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
の
一
八
七
三
年
一
月
一
四
日
判
決

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
紹
介
し
た
(
前
狗
2
C
)
。
し
か
し
こ
れ

だ
け
で
は
物
足
り
な
い
。
そ
こ
で
、

ω
2『
rユ
〆
〉
R
7
2
〔
第
一
巻
〈
一

八
四
七
年
)
以
下
第
六
七
巻
(
一
九
一
二
年
)
ま
で
存
す
る
〕
、
の

E
口l

}
百
円
回
包
片
岡
肘
仲
間
ぬ
〔
第
一
年
(
一
八
五
七
年
)
か
ら
第
五
九
年
(
一
九
一
五

年
)
ま
で
存
す
る
〕
、
何
ロ
ダ
円
r
F
L
g
m
g
仏
虫
刃
包
η
r
m
H
O
Z
P
E
L
T
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料

}
ω
m
S
円
王
子
〔
第
一
巻
(
一
八
七

O
年
)
か
ら
第
二
五
巻
(
-
八
八

O
年
)

ま
で
存
す
る
〕
、
間
口
仲
間
-
E
L
E
回
g
母
印
刷
州
立
与
ω
間色
n
y
g
E
(
U
5
i

-
Z円
7
2
〔
第
一
巻
(
一
八
八

O
年
〉
か
ら
存
す
る
〕
、
』
5
ω
片
岡
田
口
一
出
巧
守

口
Y
2
2
r
ユ
P
〔
第
一
年
(
一
八
七
二
年
)
か
ら
第
六
八
年
(
一
九
三
九
年
)

ま
で
存
す
る
〕
を
あ
さ
っ
て
み
た
。

資

3 

ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に
関
す
る
学
説
判
例
の
一
八
九

O
年

前
後
の
状
況

A 

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
教
科
書
註
解
警
の
類
い
で
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法

第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ

(
1
)
 

何
百
g
r
p
U司
c
i
s
s
N
g
p
呂
田
]
の
み
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
が

そ
こ
で
は
、
変
史
の
訴
え
と
前
訴
判
決
の
H
B
Y
L
R
u
g
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
定
期
金
の
変
更
に
つ
い
て
は
判

(
2
)
 

決
効
の
一
般
定
則
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
o

(
ω
・
m
m
吋
w
m
m
∞
)
。

(
1
〉
2
5
F
]
・
さ
r
z
宮
内
『
仏
g
u
o
c
t
n
y
E
C
2
S
E
N
2
m
『
l

2
7
r
-
E
一
-
石
∞
吋
も
、
当
ニ
ヨ
2
m
r
I
r
d
w
(
U
Mぐ
に
℃

S
N
2
-

2
L
ロ
ロ
ロ
m
?

呂
田
も
、
ω
2
h
r
p
「
J

同
州
C
B
g
g
昨
日
自
吋
n
z
ニ
司
7

0
N
2
8
三
コ
ロ
ロ
四
〈
・

8

7

一
∞
ミ
・
吋
〉
戸
口
呂
田
印
も
ラ
イ
ヒ
武
任

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
言
及
し
て
い
な
い
o

(
2
)
た
だ
し
、
問
E
Z
-
E
は
、
判
決
効
を
一
事
不
再
理
効
と
と
ら
え
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
各
審
級
に
お
け
る
判
決
が
言
渡
に
よ
り
不
可
取

消
(
判
決
を
し
た
裁
判
所
が
そ
の
な
し
た
判
決
に
拘
束
さ
れ
る
)
と

な
る
原
則
が
、
判
決
を
し
た
裁
判
所
だ
け
で
な
く
ド
イ
ツ
の
全
裁
判

所
に
一
般
的
な
意
味
を
も
っ
に
至
っ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
判
決
効
の
一
般
定
則
が
ど
ん
な
ふ
う
に
適
用
さ
れ
な

い
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。

何
回
『
c
-
m
昨
日
】
ω
L
g
H
】
回
。
m
コ
ロ
門
r
肖
問
。
円
7
t
r
g
E
w
L
P
切
念
。

β
=
日
ω
}
戸
g
m
g
丘
ロ
2
3
〈
2
2
z
g
g
g
n
r
凶
作
母
五
三
5
片
{
g
m司

宮
内
圧
ロ
R
r自
己
m
o
a
o
ロ
ω
片
山
口
L
L
2
問
。
ユ
ロ
}
三
回
円
}
出
口
同
w
z
m
円
7
2
L
C
l

口
問
詰
E
E
ロ
ロ
・
ロ
釦
}
戸
内
『
宮
門
牛
耳
『
号
L
S
F
注
目
N
〈
2
P
F
耳
口

問
ぬ
向
。
Z
E
の
E
=
L
E
C
唱
《
凶
器
ω
《
凶
器
。
2
F
円
「
門
E
M
L
F
O
〈
C
ロ
F
r
E

問
。
『
旬
、
一
一
昨
角
川
口
己
=
仏
〈
2
・
r
n
h
口
L
Z
σ
口
開
口
L
ロ
ユ
7
2
-
m
m
ぬ
r
c
=
ι
E
M
Eグ

明
日
∞
u
w
怒
=
N
ω
口
市
山
E
H
戸
内
正
耳
切
止
命
ロ
件
ロ
ロ
m
b
F
円
L
E
C
ユ
「
2
r
u巾
i

c
持活
Y
2
0
q
R
Y
Z
E
Z
H
Y
P
司
門
(
何
百
円
内
一
g
w
呂
田
ア
ω
・
町
田
吋
)

旧
民
訴
二
八
九
条
の
文
言
は
現
民
訴
三
一
八
条
の
文
言
と
同
じ
で
、
現

民
訴
三
二
二
条
第
一
項
の
文
言
は
旧
民
訴
二
九
三
条
一
項
の
文
一
一
一
同
と
同
じ

で
あ
る
。
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B 

ド
イ
ツ
普
通
法
教
科
書
は
多
く
権
利
保
護
の
方
法
と
し
て
訴
訟
を
取

り
上
げ
、
そ
こ
で
耳
切
吉
会
g
g
に
つ
き
叙
述
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
ラ

イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に
言
及
し
た
も
の
を
、
目
下
の
と
こ
ろ
発
見
し

(
1
)
 

て
い
な
い
o
身
体
傷
害
に
よ
る
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
叙
述
に
お
い
て
も
同

〈

1
)

様
で
あ
る
。



(
1
)

た
と
え
ば
、
者
百
去
の

r
E
-
ピ
Z
宮内
F
L
2
3ロ
r
r
g
R
2
r
F

E
回
一
一
一
∞
∞
一
は
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に
一
一
一
同
及
し

て
い
な
い

o
Z
2コ
ユ
円
「
ロ
日
ロ
ゲ
ロ
吋
m-
可
ω
ロ
ι
2
r
g
p
∞
〔
日
目
・
ロ
・

九
千
〉
ロ
コ
一
∞
お
も
ま
た
同
じ
o

ラ
イ
ヒ
責
任
法
を
直
接
の
対
象
と
す
る
文
献
は
手
許
に
な
く
参
照
の

機
会
を
得
て
い
な
い
。

C 

(寸

(
1
)
F
H
2
の
著
書
も
、
一
八
九

O
年
前
後
の
版
を
見
る
便
宜
を
得
て
い

な
い
c

東
京
大
学
に
も
存
し
な
い
。
し
か
し
東
京
大
学
所
蔵
の
一
八

九
六
年
版
(
第
四
版
)
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
o

こ
れ
を
一
八
七
九

年
版
(
第
二
版
)
と
照
合
し
て
見
た
o

そ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
こ
と

は
彼
の
考
え
方
は
変
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
判
例
は
事
柄
に
よ
っ
て

は
か
な
ら
ず
し
も
彼
の
考
え
方
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
と
で
あ
っ

た。

西ドイツ民訴三二三条の担えについて

D 

そ
こ
で
判
例
を
調
べ
て
見
る
。

(
イ
)

」
こ
で
、
判
例
を
素
材
と
し
て
な
に
を
知
り
た
い
か
を
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
ろ
う
o

ま
ず
第
一
に
、

一
時
金
賠
償
判
決
を
後
に
変
更
す
る
判

決
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
。
第
二
に
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
の
規
定

に
よ
る
定
期
金
賠
償
の
ほ
か
に
、
定
期
金
賠
償
を
一
般
の
事
件
に
つ
き
命
ず

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
。
こ
れ
の
変
更
は
許
さ
れ
る
か
o

第
三
に
、
ラ
イ
ヒ

責
任
法
の
規
定
に
よ
る
定
期
金
賠
償
を
命
ず
る
判
決
の
判
決
効
(
問

2
7
t
r
i

g
p
)
の
客
観
的
範
囲
は
ど
う
か
。
第
四
に
、
定
期
金
賠
償
判
決
の
判
決
効
の

標
準
時
は
い
つ
か
、
ま
た
い
つ
か
ら
の
増
額
減
額
が
判
決
に
よ
り
認
め
ら
れ

る
か
。
第
五
に
、
定
期
金
賠
償
判
決
の
判
決
効
の
作
用
ま
た
は
こ
れ
に
某

づ
く
遮
断
効
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
主
張
は
い
か
な
る
事
情
の
主
張
か
。
第
六

に
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
と
変
更
請
求
権
の
消
滅
時
効
と
の
関
係

は
ど
う
か
o

第
一
の
問
題
は
本
稿
の
窮
極
の
目
標
で
あ
る
o

第
三
は
、

法
と
特
別
法
の
関
係
を
知
り
た
い
か
ら
で
あ
る
o

第
三
か
ら
第
六
ま
で
は
、

一
時
金
賠
償
と
定
期
金
賠
償
の
相
異
が
い
ち
ば
ん
明
ら
か
に
現
象
と
し
て
現

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(

ロ

)

第
一
に
つ
い
て
|
|
第
一
の
問
題
に
直
接
に
答
え
た
判
例
は
み
あ

た
ら
な
い
(
後
掲
判
例
③
参
照
〉
O

(

ハ

)

第
二
に
つ
い
て
1

1
興
味
あ
る
判
例
を
二
件
だ
け
発
見
し
た
。

(
な
お
後
掲
判
例
④
参
照
)

O

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
二
年
七
月
七
日
判
決
己
者
呂
田
日
咽
勾
∞
)

判回日
1
1
本
件
で
は
、
被
告
の
帰
責
事
由
に
よ
り
原
告
が
蒙
っ
た
身

体
傷
害
を
原
因
と
し
て
普
通
法
に
よ
り
原
告
に
償
う
べ
き
損
得
賠
償
な
か

ん
ず
く
身
体
傷
害
の
結
果
予
想
さ
れ
る
労
働
収
入
の
喪
失
の
賠
償
の
評
価

額
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
賠
償
の
額
の
評
価
は
、
民
事
訴
訟
法

第
二
六

O
条
第
一
一
項
に
し
た
が
い
、
裁
判
官
の
白
川
由
な
裁
量
に
よ
り
な
さ 般
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和}

る
べ
き
も
の
で
あ
る
o

こ
の
裁
泣
が
な
に
か
の
点
で
法
規
範
に
関
す
る
鈴

叩

AM--上
告
理
由
と
な
る
よ
う
な
|
|
ー
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
い
う
こ
と

は
存
在
し
な
い
(
裁
量
に
は
違
法
は
あ
り
え
ず
不
服
の
余
地
が
な
い
と
い

う
趣
旨
で
あ
ろ
う
l
|
筆
者
〉
。

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
宅

-
N
g
¥回
一
事
件
に
お
い
て
示
し
た
原
則
に
原
審

は
違
反
し
た
と
被
告
は
主
張
す
る
が
、
あ
の
事
件
は
普
通
法
が
適
用
さ
れ

る
べ
き
事
件
で
は
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
ラ
ン
ト
法
の
領
域
に
属
し
、
一
八

七
一
年
六
月
七
日
の
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
条
一
項
が

ま
ず
問
題
と
な
る
事
件
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
ヒ
波
判
所
一
八
九
三
年
九
月
二
九
日
判
決

Q
毛
呂
田
ω
込
∞
巴

事
件
l
i
a
事
実
関
係
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
耳
を
痛
め
た

損
害
に
つ
き
定
期
金
の
支
払
い
を
命
じ
た
事
件
の
よ
う
で
あ
る
。
一
審
判

決
は
、
八
原
告
の
稼
働
収
入
事
情
が
好
転
し
な
い
か
ぎ
り

V
と
い
う
制
限

を
付
し
た
が
、
原
審
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
こ
の
制
限
を
削
除
し
、
た
ん

て
き
に
、
月
々
三

0
マ
ル
ク
の
終
身
の
定
期
金
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
こ

れ
が
、
裁
判
に
理
由
を
付
せ
ざ
る
も
の
な
り
と
し
て
上
告
さ
れ
た

(
Z
P

O
五
一
三
条
第
七
号
〉
O

判
旨
l
l
本
件
は
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
を
八
直
接
に

V
適
用
す
べ
き

事
件
で
は
な
く
、
直
接
に
は
民
法
典
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
o

し
か
し
、

右
第
七
条
の
減
額
請
求
の
規
定
は
事
柄
の
性
質
上
た
ん
に
責
任
法
上
の
定

期
金
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
換
害
賠
償
定
期
金
に
つ
い
て
意
味
を
も
ち
は

し
な
い
か
、
を
採
究
す
べ
き
で
あ
る
o

民
法
典
と
し
て
は
の
色
。

2
〈ニ

〈
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
)
第
一
一
一
一
八
二
条
以
下
が
適
用
さ
れ
る
。
〔
仏
民
一
一
-
一

資

八
二
条
に
よ
る
損
害
の
賠
償
と
し
て
定
期
金
の
支
払
い
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
l
l
筆
者
補
註
〕
0

右
第
一
一
一
一
八
二
条
以
下
に
お
い
て
は
現
実
に

蒙
っ
た
損
害
の
賠
償
の
み
が
問
題
と
さ
れ
被
害
者
の
利
得
(
伊

5円
Z
E
l

ロ
巴
を
問
題
と
し
て
は
い
な
い
o

し
か
し
、
た
と
え
ば
、
ヰ
の
』
妖
込
が
妨

げ
に
な
ら
な
い
職
業
を
得
た
と
し
た
な
ら
ば
、
耳
の
状
態
が
改
葬
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
月
に
三

O
マ
ル
グ
を
終
身
受
け
と
る
こ
と
は
被
告
の
コ
ス

ト
で
利
得
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

筆
者
註
l
|
第
一
審
裁
判
所
が
付
し
た
制
限
を
削
除
し
た
こ
と
は
、
原

告
が
将
来
得
を
す
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
o

こ
れ
を
不
巧
利
得

と
し
て
返
還
を
求
め
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
判
例
が
あ
る
n

(
2
D
(
一
一
)
の
判
例
①
参
照
)
そ
こ
で
将
来
の
こ
と
に
つ
き
、
制
限
を
付

ず
べ
き
で
あ
る
と
本
件
判
旨
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
は
可
能
で
あ
る
が
、
純
粋
の
ド
イ
ツ
で
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
か
o

こ
の
判
決
の
当
時
に
お
い
て
す
ら
も
o

』
者
の
記
載
か
ら
は
右

判
旨
に
紹
介
し
た
以
上
に
は
な
に
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
時
点
以
後
の
展

開
に
注
目
し
よ
う
o

で
一
)
第
三
に
つ
い
て

①
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八

O
年
一
月
二
八
日
判
決
(
何

m
F
Z芯
"ω
・

印

ω一
六
)判
旨
l
l
八
こ
の
法
律
の
規
定
の
意
味
は
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
に
も
と
づ

き
な
さ
れ
る
判
決
は
責
任
義
務
そ
れ
自
体
に
関
し
て
は
判
決
効
を
有
す
る

が
、
定
期
金
の
額
高
に
関
し
て
は
そ
う
で
は
な
く
、
後
者
は
事
情
の
そ
の

後
の
変
更
に
も
と
づ
き
別
の
も
う
ひ
と
つ
の
判
決
に
よ
っ
て
別
様
に
磁
定

;lWミ24(1・220)220



(→ 

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
定
期
金
の
額
高
に
関
し

て
は
、
判
決
は
一
時
の
も
の

(
F
Z
2
5
2
t
r己
ヨ
)
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を

ラ
イ
ヒ
議
会
に
お
い
て
正
当
に
も
貼
ら
れ
た

o
V

い
つ
か
ら
の
減
額
ま
た
は
増
額
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
求
め

る
訴
の
送
達
の
時
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
o
そ
れ
ま
で
は
前
訴
判
決
の

判
決
効
は
存
続
す
る
。
事
情
の
変
更
と
と
も
に
実
体
的
に
減
額
の
効
果
が

生
ず
る
の
で
は
な
い
o

判
決
効
の
制
限
は
立
法
者
の
意
図
を
こ
え
て
強
め

て
は
な
ら
な
い
。
減
額
の
請
求
を
被
害
者
が
知
ら
な
い
問
に
減
額
の
効
果

が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
0

(

何
%
子
呂
田
?
ω
・
会
∞
の
引
用
に
よ
る
。
)

筆
者
註

l
向
m
F
一回一

N
3・
gu)
は
、
訴
の
送
達
の
時
を
標
準
と

す
る
こ
と
は
判
例
に
お
い
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
し
て
多
く
の
判
例

を
引
用
し
て
い
る
。

②
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八

O
年
六
月
九
日
判
決
(
列
。

N
Y
ω
〉

事
実

l
l少
年
が
労
災
傷
害
に
つ
き
向
う
一
一
一
ヶ
年
悶
の
補
償
定
期
金
を

判
決
に
よ
り
得
た
。
少
年
は
、
三
年
の
経
過
の
後
、
定
期
金
の
継
続
を
訴

求
し
た
。
被
告
工
場
は
責
任
義
務
の
時
効
に
よ
る
消
滅
を
主
張
し
た
。
一

審
二
審
と
も
原
告
勝
訴
。
被
告
の
上
告
棄
却
。

判
旨
ー
ー
ー
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
は
補
償
定
期
金
認
容
判
決
の
判
決
効

を
あ
る
範
囲
に
お
い
て
無
く
す
る

(EPσ
ゲ
ゆ
る
も
の
で
あ
る
o

し
か
し

そ
れ
は
、
定
期
金
に
よ
り
賠
償
さ
る
べ
き
損
害
の
程
度
、
消
滅
ま
た
は
再

発
を
問
題
と
す
る
場
合
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、
傷
害
に
つ
い
て
の
有
責
性

(
出
え
岳
山
吋
宮
田
仲
)
に
つ
い
て
で
は
な
い
o

有
責
性
は
定
期
金
判
決
に
よ
り

判
決
効
を
も
っ
て
裁
判
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
:
・

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

前
訴
に
お
い
て
三
ヶ
年
の
問
に
つ
い
て
の
み
訴
求
し
た
の
は
、
原
告
の

嫁
働
収
入
能
力
の
減
少
が
三
年
の
後
に
は
止
む
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
前

提
に
立
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
前
提
が
現
実
と
な
ら
ず
、
今
日
、
な
お

稼
働
収
入
能
力
が
該
事
故
の
結
果
消
滅
な
レ
し
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
な
ら
ば
、
第
七
条
の
訴
え
は
認
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、

宅
百
四
耳
目
2
p
r
E口
問
(
再
度
)
で
な
く
巧
2
5
m
2芸
2
3
m
(継
続
)
で

あ
る
け
れ
ど
も
許
さ
れ
る
o

本
訴
で
は
、
す
で
に
認
谷
さ
れ
た
定
期
金
の
額
商
及
び
存
続
期
間
に
つ

い
て
の
別
の
裁
判
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
消
滅
時
効
の

抗
弁
は
桜
拠
が
な
い
。

③
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
六
年
一
一
月
二
五
日
判
決
(
同
N
O
N
-
ア

広

町
〕
出
「
一
∞
∞
ア
一
ω)

事
実

l
l前
訴
に
お
い
て
、
原
告
は
医
療
費
及
び
看
護
資
の
賠
償
と
、

稼
働
収
入
無
能
力
に
至
っ
た
損
害
に
つ
い
て
の
過
去
一
一
週
間
分
の
定
期

金
賠
償
と
を
認
容
さ
れ
た
が
、
将
来
の
分
の
定
期
金
請
求
は
棄
却
さ
れ

た
。
そ
れ
は
上
記
一
一
週
間
の
経
過
後
原
告
は
完
全
に
原
状
に
復
し
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
と
認
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
本
訴
に
お
い
て
、
原

告
は
依
然
と
し
て
全
面
的
に
稼
働
収
入
無
能
力
で
あ
る
と
主
張
し
て
再
給

付
を
訴
求
し
た
。

;lti1;24C 1・221)221

判
旨
!
|
前
訴
判
決
は
一
時
金
(
同
名

E-)
を
与
え
た
の
で
は
な
く
定

期
金
を
与
え
た
。
過
去
の
分
に
つ
き
定
期
金
を
認
め
、
将
来
の
分
に
つ
い

て
は
、
た
ん
に
判
決
当
時
の
原
告
の
身
体
の
状
態
を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
を

否
定
し
た
の
で
あ
る
o
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
は
、
か
か
る
身
体



料

の
状
態
に
後
に
な
っ
て
重
大
な
変
交
が
生
じ
た
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
裁
判
官

が
も
う
い
ち
ど
判
断
す
る
こ
と
を
許
す
も
の
で
あ
る
o

労
働
能
力
あ
る
に

歪
っ
た
と
い
う
理
由
で
将
来
の
稼
働
収
入
の
賠
償
と
し
て
の
定
期
金
を
全

面
的
に
否
定
す
る
判
決
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
労
働
無
能
力
に
な
れ
ば
、

こ
の
判
決
は
無
い
も
の
と
さ
れ
る
o

こ
の
い
み
で
判
決
は
最
終
通
用
力
あ

る
守
口
牛
肉
ロ
吉
岡
)
判
決
で
は
な
い
o

よ
っ
て
原
告
に
対
し
て
既
判
事
項

の
抗
井
は
成
立
し
な
い
。

増
額
ま
た
は
減
額
が
認
め
ら
れ
る
の
は
送
達
の
時
以
降
の
分
に
つ
い
て

で
あ
る
(
河
の
お
・
ブ
一

g
Q
h
∞
-
一
一
-
一
∞
∞
一
一
一
印
・
品
一
∞
∞
N

の
先

例
あ
り
〉
。
再
給
付
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
o

そ
の
理
由
は
、
訴
の
送
達
の

日
ま
で
は
前
訴
判
決
が
確
定
し
た
状
態
が
存
続
し
、
か
か
る
状
態
を
否
定

す
る
こ
と
は
第
七
条
第
二
項
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
利
を
行
使
し
た
と
き

に
は
じ
め
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
(
相
手
方
は
送
達
の
時
に
は
じ
め
て
知

る
)
か
ら
で
あ
る
。
第
七
条
は
判
決
効
の
原
則
を
例
外
規
定
に
よ
り
制
限

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
例
外
規
定
を
拡
張
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
事

情
が
変
更
し
た
時
に
す
で
に
定
期
金
義
務
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る

明
文
の
規
定
は
存
し
な
い
。
む
し
ろ
、
前
訴
判
決
の
判
決
効
は
そ
の
廃
止

が
ま
だ
申
立
て
ら
れ
な
い
問
は
存
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

④
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
八
年
二
月
二
八
日
(
問
。
N

N

0

・一
M
M
)

事
実
|
|
視
力
の
減
退
の
損
害
の
定
期
金
賠
償
判
決
を
得
て
い
た
原
告

が
そ
の
後
解
一
一
属
さ
れ
た
の
で
こ
れ
を
重
大
な
事
情
変
吏
な
り
と
し
て
追
増

訪
求
の
訴
を
起
こ
し
た
o
原
告
は
、
従
前
の
請
求
は
一
部
請
求
で
、
本
訴

は
残
額
請
求
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二
項
に

資

よ
る
変
更
請
求
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
し
た
。
前
訴
判
決
の
言
渡
は
一
八

八
四
年
七
月
一
四
日
で
、
解
雇
は
一
八
八
四
年
六
月
一
一
日
で
あ
っ
た
。

前
訴
に
お
い
て
、
原
告
は
将
来
の
た
め
の
留
保
を
す
る
こ
と
を
求
め
た
が

第
一
審
裁
判
所
は
無
用
の
こ
と
と
し
て
こ
れ
を
却
下
し
た
o

解
雇
に
つ
い

て
は
、
拙
い
訴
審
は
、
前
訴
判
決
確
定
前
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
却

下
し
た
o

視
力
の
減
退
は
悪
化
し
て
い
な
い
と
認
定
さ
れ
た
。

判
旨
|
|
原
告
は
、
本
訴
を
民
法
典
一
三
八
二
条
古
色
。
丘
三
の
こ

と
1
1
1
筆
者
註
)
の
賠
償
請
求
と
い
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
民
法
典
第
一

三
五
一
条
(
既
判
事
項
の
権
威
の
規
定
|
|
筆
者
註
)
の
一
切
の
要
件
が

存
在
し
該
判
決
は
上
訴
に
よ
り
取
消
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
民
訴
法
二
九

三
条
に
よ
り
、
当
時
の
損
害
賠
償
筒
求
権
は
認
容
さ
れ
た
金
額
の
金
に
よ

っ
て
完
全
に
カ
バ
ー
さ
れ
た
こ
と
が
判
決
効
を
も
っ
て
確
定
し
て
い
る
o

よ
っ
て
、
本
訴
を
損
害
填
補
の
継
続
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
判
決
効
の
効

力
に
関
す
る
原
則
に
反
す
る
。

視
力
の
減
退
の
程
度
に
つ
い
て
は
本
質
的
な
変
更
は
な
い
。

事
情
の
変
更
は
八
そ
の
後
に

V
(
5
2
5
Zロ
〉
起
っ
た
も
の
に
か
ぎ

る
が
、
八
そ
の
後
に

V
と
は
、
前
訴
判
決
の
確
定
の
時
で
は
な
く
、
前
訴

判
決
の
一
一
凸
渡
の
時
で
も
な
い
。
そ
れ
は
前
訴
に
お
い
て
裁
判
官
が
定
期
令

の
算
定
の
基
礎
に
置
い
た
時
で
あ
る
o

訴
提
起
の
時
に
す
で
に
存
在
し
訴

に
お
レ
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
の
事
情
は
、
そ
の
時
に
主
張
す

る
の
が
訴
訟
上
の
義
務
で
、
こ
れ
を
定
期
金
の
後
発
的
増
額
請
求
の
た
め

に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
o
そ
し
て
、
訴
訟
係
属
中
に
本
質
的
な
事

情
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
民
訴
法
二
四

O
条
に
よ
り
訴
の
拡
張
の
可
能

:JU1、24(1・222)222



け

性
が
あ
る
o

し
か
し
、
訴
の
紘
張
は
訴
訟
上
の
義
務
で
な
い
。
訴
の
拡
張

は
訴
訟
の
遅
延
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
こ
れ
を
避
け
る
こ
と
は
重
大
な

利
低
で
あ
る
o

だ
か
ら
訴
の
拡
張
を
し
な
い
こ
と
は
、
事
情
変
更
の
主
張

を
し
な
い
こ
と
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
請
求
権
の
喪
失
を
も
た
ら

す
よ
う
な
訴
訟
上
の
失
策
で
は
な
い
。

よ
っ
て
原
判
決
す
}
破
棄
し
、
解
雇
が
本
質
的
な
変
更
で
あ
る
か
ど
う
か

を
審
理
す
る
た
め
に
事
件
を
差
戻
す
o

筆
者
註

l
lこ
の
判
例
の
先
例
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八

O
年
五
月

一二

O
日
判
決
で
、
定
期
金
請
求
権
の
増
額
を
第
二
審
に
お
い
て
求
め
る
こ

と
を
、
フ
ラ
ン
ス
民
訴
法
四
六
四
条
に
も
と
ず
き
許
し
た
o

事
件
は
ラ
イ

ン
地
方
の
事
件
で
あ
る
o
開
問

F
一
∞
包
は
こ
れ
に
反
対
で
、
判
決
の
確

定
前
に
は
そ
の
判
決
に
対
す
る
変
更
請
求
権
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う

(ω

印一同〉
O

⑤
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
八
年
五
月
八
日

C
巧

g
g
-
Mお〉

事
実

l
l前
訴
に
お
い
て
定
期
金
賠
償
請
求
が
全
面
的
に
棄
却
さ
れ
た

が
、
事
情
の
本
質
的
変
更
あ
り
と
し
て
変
更
の
訴
が
起
こ
さ
れ
た
o
原
審

は
変
更
の
訴
は
適
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

判
旨

|
i判
決
は
、
責
任
義
務
す
な
わ
ち
事
故
に
よ
り
蒙
っ
た
財
産
損

害
の
賠
償
を
な
す
べ
き
義
務
に
つ
い
て
判
決
効
を
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
判
決
効
の
効
果
は
定
期
金
の
額
-h
同
及
び
存
続
期
間
に
関
し
て
の
み
一

定
の
場
合
に
無
く
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
定
期
金
を
将
来
支
払
う
べ

き
被
告
の
義
務
は
お
よ
そ

(
z
r
2
r
o
c
-
)

存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
て

訴
が
棄
却
さ
れ
た
と
き
は
、
か
か
る
裁
判
所
の
宣
言
が
判
決
効
を
有
し
、

商ドイツ民訴三三三条の訴えについて

被
害
者
は
訴
申
立
の
来
却
の
誘
因
た
る
事
情
の
そ
の
後
の
変
更
を
理
由
に

し
て
新
た
に
定
期
金
認
容
を
求
め
る
訴
を
起
こ
す
こ
と
は
、
そ
の
後
に
消

滅
時
効
期
間
が
経
過
し
た
と
き
は
、
で
き
な
い
o

こ
れ
を
で
き
る
と
立
法

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
立
法
者
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い
。

本
件
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
六
年
一
一
月
二
五
日
判
決
の
事
件
と

は
異
な
る
o

右
の
事
件
で
は
、
い
っ
た
ん
定
期
金
が
認
容
さ
れ
、
そ
れ
以

上
の
定
期
金
が
そ
の
当
時
の
事
情
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

(
ホ
)
第
四
に
つ
い
て
|
l
前
掲
の
判
例
①
及
び
④
の
ほ
か
に
は
、
っ
さ

に
掲
げ
る
判
例
を
発
見
し
た
。

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八

O
年
五
月
三

O
日
(
何
相
官
司
巴
凹

g
Z
7
2
H
Z
E

〈

2
7命
7
3
3
n
7
2同
己
耳
目
山
口
仲
間
己
記
広
ロ
ロ
四
ぬ
コ
ロ
ロ

ι
〉
ゲ
「
ωロ
丘
戸
口
問
ぬ
コ

5
宅

)

こ
の
判
例
を
掲
載
す
る
文
献
を
手
許
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
o

前
川
向
判
例
④
の
筆
者
註
参
照
。

@
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
一
年
一

O
月
一
日
判
決
(
討
の
N
?
u
e

事
実
ー
ー
一
八
七
六
年
九
月
二
七
日
の
判
決
で
、
鉄
道
は
被
害
者
に
月

七
五
マ
ル
ク
の
定
期
金
を
支
払
う
べ
く
命
ぜ
ら
れ
た
。
被
害
者
は
片
脚
を

切
断
し
継
続
的
に
労
働
不
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
o

定
期
金
の
額
の
算
定

に
は
、
被
害
者
が
当
時
欠
E
N
F
克
己
正
常
で
あ
る
身
分
に
あ
っ
た
こ
と
が

基
礎
と
さ
れ
、
当
時
従
事
し
て
い
た
戸
各
自
の

r
E
Z円
と
い
う
仕
事
の
種

類
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

鉄
道
は
、
本
訴
に
お
い
て
、
被
害
者
の
足
の
傷
痕
形
成
は
う
ま
く
行
っ

て、

F
q
r
E
n
7
2
5
3
L
に
よ
り
す
く
な
く
と
も
月
=
一
八
マ
ル
ク
は
稼
げ
る

は
ず
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
月
三
七
マ
ル
ク
に
減
額
す
べ
き
こ
と
を
求

;jti1;24( 1・223)223



Fヰ

め
た
o
被
害
者
は
、
円
。
ゲ
ロ
m
n
z
o
-
-国
同
巳
云
々
は
前
訴
に
お
い
て
主
張
す
べ

か
り
し
こ
と
で
本
訴
で
は
主
張
で
き
な
い
と
争
っ
た
。
原
審
は
こ
の
抗
弁

を
却
下
し
た
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
上
告
を
本
判
決
は
理
由
あ
り
と
し

た
o判
旨
|
l
第
七
条
第
二
項
の
八
そ
の
後
に

V
と
は
、
定
期
金
の
認
森

(
N
C
O
件
。
ロ
ロ
ロ
ロ
問
)
の
時
以
後
を
い
う
。

ラ
イ
ヒ
責
任
法
に
よ
る
補
償
を
請
求
さ
れ
た
者
は
、
請
求
権
そ
の
も
の

に
対
し
て
、
及
び
要
求
さ
れ
た
補
償
の
額
に
対
し
て
主
張
す
べ
き
抗
弁
を

一
般
原
則
に
従
い
、
そ
の
補
償
訴
訟
に
お
い
て
提
出
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

う
し
な
い
と
き
は
そ
れ
は
排
除
さ
れ
る
。
第
七
条
第
二
項
は
、
当
該
事
実

が
補
償
の
訴
訟
の
時
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
場
合
に
は
、
右
の
一
般
原

則
の
例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
後
に
な
っ
て
本
質
的
な
変
更
が
生
じ

た
場
合
に
の
み
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

(
へ
)
第
五
に
つ
い
て
|
|
前
掲
判
例
④
及
び
⑥
の
ほ
か
の
判
例
を
列

挙
す
る
。

⑦
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八

O
年
一
月
九
日
判
決

阿佐官
L
∞∞由

(ω

印
0
3
及
び
開
市
有
『

L
U一
N
(
ω
-
Z
M
)
に
よ
れ
ば
、

こ
の
判
決
は
、
変
更
し
た
事
情
と
は
、
定
期
金
の
確
定
が
な
さ
れ
た
時
に

は
事
柄
の
通
例
の
進
行
上
そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
は
ま
だ
予
測
が
つ
か
な
か

っ
た
事
情
を
い
う
、
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
間
四
2
は
、
参
照
判
例
と

し
て
、
そ
の
後
の
担
U
N

ア
山
一

h
g・
8
h
N
0・
S
を
引
用
す
る
o

第

一
の
も
の
は
後
拘
③
、
第
二
の
も
の
は
後
掲
⑫
。

③
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
二
八
年
五
月
一
一
六
日
判
決
(
列
。
N

ア印
O
〉

'tt 

問
題
点
i
l
原
審
は
、
死
亡
被
害
者
の
子
に
定
期
金
を
与
え
る
判
決
を

す
る
に
あ
た
り
、
期
間
を
一
定
せ
ず
、
稼
働
収
入
能
力
を
得
る
に
至
る
ま

で
と
し
、
い
っ
そ
れ
に
至
っ
た
か
の
判
断
を
後
訴
の
裁
判
官
に
委
ね
た
。

判
旨
|
l
原
審
は
誤
っ
て
い
る
。
第
七
条
第
二
項
が
、
定
期
金
認
容
の
場

合
に
、
裁
判
の
判
決
効
を
例
外
的
に
制
限
し
て
同
項
の
定
め
る
要
件
の
存

す
る
場
合
に
そ
の
変
更
を
な
し
う
る
こ
と
を
定
め
る
と
き
、
そ
れ
は
定
期

金
の
確
定
に
お
い
て
は
判
決
の
時
に
見
込
ま
れ
か
つ
評
価
さ
れ
う
る
一
切

の
事
怖
が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
見
込
ま
れ
る

と
は
通
例
の
こ
と
♀
富
岡
山
認
。
-
B
W切
Mmo)

と
し
て
見
込
ま
れ
る
こ
と
を

い
い
、
例
外
の
こ
と
に
つ
い
て
の
み
第
七
条
に
よ
り
雨
後
の
規
制
が
惚
保

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
註

!
l
p州
2
・一∞回目

(ω

印O
U
)

は
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
、
子

供
は
経
験
上
一
定
年
齢
に
達
す
る
と
『
稼
働
収
入
能
力
を
取
得
す
る
に
至
る

こ
と
は
通
例
の
こ
と
と
し
て
当
初
か
ら
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、
述

べ
て
い
る
。

⑨
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
二
年
一

O
月
一
四
日
判
決
〈
の

E
与
♀
-
N
∞

吋
一
山

M
)事
実
l
l
機
関
車
運
転
士
が
労
災
事
故
で
左
の
下
脚
を
損
傷
し
た
。
彼

は
使
用
者
に
損
害
賠
償
を
訴
求
し
た
。
賠
償
額
の
算
定
に
お
い
て
、
機
関

車
運
転
士
と
し
て
の
収
入
の
喪
失
が
考
慮
さ
れ
た
。
定
期
金
を
給
す
る
期

間
に
つ
い
て
、
被
告
は
機
関
車
運
転
士
の
職
務
期
間
は
最
長
二

O
年
で
、

原
告
は
一
八
九
五
年
六
月
一
日
(
同
じ
頁
の
別
の
筒
所
で
は
一
八
九
三
年

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
|
|
筆
者
)
ま
で
の
間
し
か
定
期
金
を
認
め
ら
れ
な
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い
と
主
張
し
た
o

原
審
は
、
医
師
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
原
告
の
状
態
は
両
三

年
の
う
ち
に
好
転
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
た
が
、
定
期
金
の
存
続
期
間
は
原

告
の
現
在
の
状
態
の
存
続
期
間
に
依
存
す
る
か
ら
、
定
期
金
の
存
続
期
間

を
現
在
す
で
に
定
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
考
え
ず
、
一
八
七
一
年
六
月

七
日
の
ラ
イ
ヒ
法
律
の
第
七
条
に
か
ん
が
み
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
事
故
が

な
か
っ
た
ら
原
告
が
ど
の
く
ら
い
長
く
勤
務
可
能
で
あ
り
つ
づ
け
た
と
予

怨
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
判
断
を
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
、
期
間
を
定
め

な
い
1
1
1
つ
ま
り
終
身
の

i
l定
期
金
を
認
め
た
。
被
告
は
上
告
し
た
。

判
旨
|
|
破
棄
差
戻

被
害
者
の
従
前
の
稼
働
収
入
を
基
礎
と
し
て
損
害
を
計
算
す
る
場
合
に

は
、
事
故
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
収
入
を
得
た
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
期

間
に
つ
い
て
の
み
計
算
す
べ
き
で
あ
る
。

機
関
車
運
転
士
の
勤
務
を
原
告
が
こ
の
勤
務
に
伴
う
消
耗
の
ゆ
え
に
一

定
の
年
月
し
か
果
し
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
正
し
い
と
き
は
、

被
告
は
右
の
年
月
の
閉
し
か
賠
償
義
務
を
負
わ
ず
、
そ
の
後
に
定
期
金
の

算
定
の
基
礎
で
あ
っ
た
事
情
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
き
で
も
、
な
か
ん
ず

く
、
原
告
の
力
が
現
実
の
活
動
に
お
い
て
予
想
と
ち
が
っ
て
落
ち
な
か
っ

た
と
き
で
も
、
被
告
が
一
八
七
一
年
六
月
七
日
法
律
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
同
様
で
あ
る
o

⑩
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
五
年
一

O
月
一
一
一
一
一
自
己
巧
一
∞
∞
?
一
∞
)

事
実
|

l
判
例
集
か
ら
は
事
実
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
o

察
す
る

に
、
前
訴
に
お
い
て
一
人
入
一
年
一

O
月
一
日
か
ら
一
人
八
三
年
一
月
一

日
ま
で
の
医
療
及
び
看
護
の
費
用
の
賠
償
を
得
た
ら
し
い
。
そ
し
て
本
訴

西ドイツ民訴三11三条の訴えについて

に
お
い
て
そ
の
後
の
氏
療
及
び
看
護
の
費
用
の
定
期
金
に
よ
る
賠
償
を
求

め
た
よ
う
で
あ
る
o

判
旨

i
l後
か
ら
生
じ
た
医
療
及
び
看
護
の
費
用
の
賠
償
を
ラ
イ
ヒ
責

任
法
に
も
と
づ
き
年
金
の
形
で
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
o
(
H
N
C
N
印
、

日
参
照
〉
O

し
か
し
、
そ
れ
は
、
症
状
が
あ
る
一
定
の
安
定
し
た
同
じ
形

態
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
o

そ
う
し
な
い
と
、
将
来
の
費
用

の
填
補
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
o

本
件
で
は
、
原
審
は
原
告
の
病
気
の
状

態
は
一
八
八
三
年
一
月
一
日
以
降
将
来
に
わ
た
り
同
じ
で
あ
る
と
予
測
で

き
る
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
原
審
が
将
来
に
わ
た
り
年
金
を
認
容
し
た
こ

と
を
誤
り
と
は
い
え
な
い
。

一
八
八
一
年
一

O
月
一
日
よ
り
一
八
八
三
年
一
月
一
日
ま
で
と
い
う
訴

求
に
つ
い
て
は
、
右
と
異
な
り
、
そ
れ
以
後
も
症
状
が
同
じ
形
態
で
あ
ろ

う
と
い
う
状
況
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
継
続
的
な

年
金
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

右
の
期
間
に
関
し
て

は
、
原
告
が
訴
訟
係
属
中
に
な
し
た
支
出
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
し
た

が
っ
て
、
裁
判
官
は
、
当
該
填
補
の
程
度
を
定
め
る
た
め
に
、
実
際
に
ど

の
程
度
支
出
が
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
支
出
は
ど
の
程
度
理
由
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
か
を
審
理
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

⑪
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
六
年
一
一
月
八
日
判
決
(
問
。
N
5
・∞口)

事
実

l
i被
告
は
要
求
さ
れ
た
額
で
の
終
身
年
金
に
反
対
し
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
主
張
し
た
o

一
八
三
八
年
四
月
一
一
一
一
一
日
に
生
ま
れ
た
原
告
は
そ
の

健
康
状
態
(
身
体
構
造
)
に
銑
み
五
五
才
を
も
っ
て
勤
務
不
能
に
な
る
は

ず
で
あ
る
、
ま
た
、
河
川
口
戸
四
回
耳
目
白
弘
司
(
操
車
係
長
)
た
る
も
の
は
そ
の

:lU};24(1・225)225



ギ}

職
を
経
験
則
的
に
は
五
五
才
の
経
過
と
共
に
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
o

と
。
こ
の
主
張
は
証
明
さ
れ
た
o

し
か
し
、
原
審
は
こ
れ
を

顧
み
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
原
告
が
一
定
年
月
の
後
に
当
該
事
故
に

関
係
な
く
河
川
5
包
2
E巳
弘

2

の
職
務
を
果
た
し
え
な
く
な
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
と
確
定
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
り
、
も
し
右
の

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
そ
の
と
き
は
被
告
は
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
七
条
第
二

項
に
よ
り
定
期
金
の
減
額
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ

る。
判
U
M
-
-裁
判
所
は
定
期
金
を
定
め
る
前
に
ま
ず
、
事
故
が
な
か
っ
た

な
ら
ば
被
害
者
が
ど
ん
な
稼
働
収
入
を
将
来
に
お
い
て
得
た
で
あ
ろ
う
か

を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

こ
の
調
査
に
お
い
て
は
定
全
な
正
確
さ
に

至
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
被
害
当
時
の
稼
働
収
入
状
態
を
基
礎

と
し
て
、
事
故
な
か
り
せ
ば
経
験
則
上
真
実
ら
し
さ
を
も
っ
て
い
か
な
る

収
入
を
予
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
で
足
り
る
。
被
害

者
は
が
故
当
時
有
し
た
稼
働
収
入
を
死
亡
ま
で
保
持
し
た
で
あ
ろ
う
と
通

例
は
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
な
お
、
稼
働
収
入
が
ま
も
な
く
な
く

な
る
ま
た
は
減
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
、
ま
た
は
す
く
な
く
と
も
事
柄
の

自
然
の
成
行
き
か
ら
確
か
ら
し
い
と
思
わ
せ
る
事
情
が
年
金
を
認
め
る
時

に
存
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
か
か
る
事
情
が
、
定
期
金
を
定
め
る
前
に

話
題
に
な
る
か
ぎ
り
、
と
く
に
被
告
が
十
分
な
証
拠
を
提
出
し
て
持
ち
出

す
か
ぎ
り
、
訴
訟
裁
判
所
に
よ
っ
て
裁
判
に
お
レ
て
顧
慮
さ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
、
第
七
条
に
て
ら
し
疑
い
の
余
地
は
な
い
o

第
七
条
第
二
項

は
、
定
期
金
を
認
め
る
時
に
は
ま
だ
見
込
む
こ
と
も
評
価
す
る
こ
と
も
で

資

き
な
か
っ
た
事
情
の
出
現
を
念
頭
に
佼
い
て
い
る
こ
と
を
原
審
は
見
逃
し

て
い
る
。

筆
者
註
ー
ー
ー
定
期
金
を
定
め
る
さ
い
に
見
込
み
う
る
事
情
は
主
張
さ
れ

る
べ
し
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
何
四
戸

5
8は
、
先
例
と
し
て
前
掲
⑤
を
、

そ
の
後
の
判
例
と
し
て
、
問
。
ェ
-
M
-
S句
(
巴
2
2
r
H
V
M
F
〈
・

ω
一目)

と

H
N
O
S
-
M
S
U
M
(何回
ω
g
r
-
H山口

F
只

工
ω)
と
を
引
用
し
て
い
る

3
・

E
C
。
後
者
の
判
決
は

H
w
m
F
一
∞
一
同
に
よ
れ
ば
一
月
で
あ
る

3
.
2
6
。
ど
ち
ら
が
誤
植
か
を
確
め
る
方
法
を
い
ま
の
と
こ
ろ
有
し

な
い
。⑫
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九

O
年
五
月
三
一
日
判
決
(
]
者
一
∞
U
0
・
Mω

。

判
旨
|
|
定
期
金
の
形
で
給
す
べ
き
賠
償
を
認
め
る
と
き
は
、
定
期
金

は
判
決
の
な
か
で
一
定
の
額
を
も
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
期

金
の
額
を
定
め
る
こ
と
を
後
の
手
続
に
委
ね
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ま

た
、
ひ
と
た
び
定
め
ら
れ
た
定
期
金
の
増
額
ま
た
は
減
額
を
申
立
て
る
こ

と
を
当
事
者
に
留
保
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
は
判
決
の

判
決
効
の
本
質

(
S
1
2
2〉
か
ら
結
果
し
、
一
八
七
一
年
六
月
七
日
の
ラ

イ
ヒ
支
任
法
第
七
条
に
お
け
る
ご
と
く
、
例
外
が
法
律
に
よ
っ
て
許
さ
れ

て
い
る
場
合
に
の
み
、
例
外
が
可
能
な
の
で
あ
る
o

⑬
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
二
年
一
月
一
八
日
判
決
Q
宅
一
∞
足
、

3
3

判
旨
ー
|
第
七
条
第
二
項
は
、
定
期
金
を
認
め
る
時
に
ま
だ
見
込
む
こ

と
も
評
価
す
る
こ
と
も
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
事
情
の
出
現
を
前
提
と
し

て
い
る

(
H
N
C
N
S
-
B参
照
)
〔
前
掲
⑪
|
筆
者
〕

0

第
七
条
第
二
項

は
、
現
在
見
込
む
こ
と
の
で
き
る
事
情
を
将
来
の
た
め
の
定
期
金
の
算
定
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H 

に
お
い
て
顧
慮
す
る
こ
と
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
(
問
。
玉

oz.

一∞母、

oznra-N∞
-aN)
〔
前
掲
⑨

l
筆
者
〕
O

原
告
は
あ
る
年
齢
に

達
す
る
と
稼
働
収
入
能
力
が
無
く
な
る
か
小
き
く
な
る
と
い
う
予
備
的
な

抗
弁
を
被
告
が
前
訴
に
お
い
て
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
被
告
の
不
利

益
を
も
た
ら
さ
な
い
。
た
だ
し
、
伊
玄
与
昨
日
包

a
q
(抗
夫
長
〉
の
職
の

状
態
を
基
準
と
し
て

ω
門
広
口
丈
ヨ
O
F
a
2
の
収
入
を
確
定
す
る
場
合
に
は
、

収
入
を
減
ら
す
ま
た
は
無
く
す
る
よ
う
な
事
情
を
、
そ
れ
が

ωnznr吉
T

eam円
の
職
の
状
態
そ
の
も
の
に
内
在
し
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
職
に
つ
い
て

の
予
想
稼
働
収
入
の
算
定
に
と
っ
て
そ
れ
が
は
じ
め
か
ら
共
に
規
定
す
る

も
の
で
あ
る

(
5
2
)
虫
色

B
ヨ
g
L
m
aる
か
ぎ
り
、
考
慮
に
い
れ
る
必
要

性
が
当
然
に
原
審
裁
判
官
に
と
っ
て
存
し
た
の
で
あ
っ
た
o

こ
の
こ
と

は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
五
年
二
月
六
日
判
決
(
C
z
n
E
?
M
U
・吋
M
C

と
矛
盾
し
な
い
。

筆
者
註

1
l
H
N
O
白
・
日
・
一
∞
∞
印
の
事
件
は
こ
う
で
あ
る
。
原
告
は
四
四

歳
の
と
き
に
労
働
不
能
者
。
ミ
己
正
る
と
宣
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
被

告
は
主
張
し
た
。
被
告
の
こ
の
主
張
は
四
四
歳
に
至
る
ま
で
し
か
定
期
金

(
月
二

0
マ
ル
ク
〉
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
期
間
を
制
限
せ
ず
に
定
期
金
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
、
と
原
審
は
考
え
た
o

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
こ
れ

を
正
当
と
し
た
。
被
告
は
、
鉱
山
労
働
者
は
統
計
に
よ
れ
ば
平
均
四
九
歳

で
労
働
不
能
と
な
る
か
ら
、
何
品
『
江
戸
主
要
。
芹
〈
呼
吸
困
難
〉
に
悩
む
原

告
は
四
九
歳
で
労
働
不
能
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
た
o

原
審

は
、
原
告
は
事
故
の
結
果
蒙
っ
た
と
こ
ろ
の
稼
働
収
入
能
力
の
致
煩
と
三

西ドイツ民訴三二三条の訴えについて

分
の
二
の
減
少
が
な
く
て
も
、
鉱
山
労
働
不
能
者
と
し
て
も
月
額
二

0
マ

ル
ク
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
間
以
損
に
よ
る
損
害
を
調

整
補
償
す
る
の
に
右
の
額
は
必
要
で
あ
る
、
と
認
定
し
た
o

ラ
イ
ヒ
裁
判

所
は
原
審
の
認
定
に
比
べ
て
被
告
の
主
張
は
原
告
に
承
認
さ
れ
た
定
期
金

の
制
限
を
理
由
づ
け
る
に
足
り
な
い
と
し
た
。

⑬
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
三
年
一
一
月
六
日
判
決
Q
巧

5
8・
8
3

定
期
金
減
額
請
求
事
件
で
あ
る
o

前
訴
判
決
後
に
被
害
者
が
稼
働
収
入

の
能
力
と
機
会
と
を
得
た
の
で
原
審
は
減
額
を
認
容
し
た
。
そ
れ
は
前
訴

に
お
け
る
定
期
金
の
決
定
の
と
き
に
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
稼
働
収
入

で
あ
っ
た
o

被
害
者
は
、
新
一
履
傭
関
係
は
い
つ
で
も
解
消
さ
れ
う
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
減
額
す
べ
き
で
な
い
と
争
っ
て
上
告

し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
原
審
は
、
一
魁
傭
関
係
は
全
く
一
時
的
も
の

(
何
回
口
岡
山
尽
き
門

5
2
m
m
r
g円
四
日
〕
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
将

来
に
わ
た
り
継
続
す
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
木

判
決
は
こ
れ
を
是
認
し
、
将
来
に
わ
た
り
継
続
す
る
新
た
な
稼
働
収
入
の

機
会
を
得
た
こ
と
を
第
七
条
第
二
項
に
い
う
事
情
の
変
更
と
み
た
原
審
は

法
律
に
違
反
し
な
い
、
一
と
し
た
。

⑮
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
四
年
六
月
一
一
日
判
決
Q
宅
一
∞
出
品
込
ω
印)

判
旨

l
l
ラ
イ
ヒ
責
任
法
は
前
訴
判
決
の
基
準
と
な
っ
た
事
情
が
そ
の

後
本
質
的
な
変
更
を
蒙
っ
た
こ
と
を
変
更
請
求
の
条
件
と
し
、
す
で
に
殻

判
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
裁
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
新
請

求
の
提
起
を
排
斥
す
る
o

裁
判
の
と
き
に
す
で
に
提
出
さ
れ
て
配
慮
さ
れ

て
い
た
事
情
、
あ
る
い
は
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
事
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料

怖
は
新
た
な
訴
を
型
由
づ
け
る
の
に
は
適
し
な
い
(
問
。
N
N
N
W
U

口
一
]
巧

一∞∞∞
L
〕
「
(
〕

U

]

〈〈-∞∞山
Y
M
U
-
〉0

事
案
の
一
八
七
六
年
の
の
与
三
宮
再
開
己
え
ぞ
(
給
与
規
定
)
の
突
情

は
、
部
分
的
に
考
慮
さ
れ
た
が
、
全
面
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
は

ず
の
事
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
な
俸
給
の
改
訂
の
場
合
(
列
。

N

M

N

・
U
O
)

は
本
件
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
。

⑮
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
八
年
一

O
月
一
一
一
日
判
決
一
Q
4
3
∞
8
・句
ω)

事
実
ー
ー
一
八
九
二
年
四
月
二
一
日
の
判
決
で
原
告
は
毎
日
三
・
五

0

マ
ル
ク
の
定
期
金
を
得
た
。
原
告
は
増
額
詰
求
を
し
た
。
一
八
九
四
年
一

二
月
一
一
一
一
日
の
確
定
判
決
で
こ
の
詰
求
は
棄
却
さ
れ
た
。
原
告
は
再
び
増

額
詰
求
を
し
た
o

判
旨
|
|
詰
求
棄
却
の
右
確
定
判
決
が
あ
っ
て
も
、
定
期
金
を
定
め
る

基
準
と
な
っ
た
事
情
に
本
質
的
変
更
が
あ
れ
ば
増
額
請
求
の
訴
は
認
容
さ

れ
う
る
。
し
か
し
、
主
張
さ
れ
た
事
情
(
原
告
は
労
働
能
力
が
あ
っ
た
と

い
う
事
情
)
は
前
訴
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
ら
れ
、
前
訴
判
決
に
お
い
て

考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
ト
〉
第
六
に
つ
い
て

l
i前
掲
判
例
②
の
ほ
か
つ
ぎ
の
判
例
が
あ

る。
⑫
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
一
年
一
月
三

O
日
判
決
C
宅
一
∞
2
・
5
C

事
実

l
l
一
八
八
四
年
二
月
一
六
日
に
身
体
を
傷
害
し
た
原
告
が
同
年

一
O
月
に
訴
を
提
起
し
、
完
全
に
労
働
無
能
力
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
一

八
八
四
年
五
月
一
七
日
ま
で
の
損
害
の
賠
償
と
し
て
一
一

0
0
0
マ
ル
ク

を
支
払
う
こ
と
と
、
訴
の
提
起
の
と
き
ま
で
の
治
療
伐
四
五
四
マ
ル
ク
五

資

O
を
支
払
う
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
が
認
容
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に

追
加
の
別
請
求
の
訴
を
起
こ
し
た
の
が
本
件
の
よ
う
で
あ
る
o

消
滅
時
効
期
間
内
に
責
任
義
務
自
体
の
承
認
を
求
め
る
訴
の
提
起
で
も

っ
て
、
将
来
の
個
々
の
賠
償
請
求
権
も
消
滅
時
効
か
ら
守
ら
れ
る
も
の
か

と
い
う
問
題
、
ま
た
は
確
認
の
訴
に
対
す
る
判
決
に
よ
っ
て
武
任
義
務
自

体
が
宣
骨
一
一
口
さ
れ
た
場
合
に
そ
れ
に
よ
っ
て
責
任
法
第
八
条
に
規
定
す
る
消

滅
時
効
期
間
の
適
用
が
そ
の
後
主
張
さ
れ
る
個
々
の
訪
求
権
に
関
し
て
予

め
防
、
か
れ
る
も
の
か
と
い
う
問
題
は
本
件
の
場
合
に
は
考
慮
に
入
ら
な

い
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
も
、
責
任
法
に
基
づ
く
な
ん

ら
か
の
請
求
を
消
滅
時
効
期
間
内
に
訴
の
方
法
に
よ
り
起
こ
し
た
と
き

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
責
任
法
に
基
づ
く
す
べ
て
の
可
能
な
請
求
の
た
め
に

時
効
消
滅
が
予
防
さ
れ
る
と
い
っ
た
ふ
う
な
一
般
原
則
が
責
任
法
か
ら
曳

き
出
さ
る
べ
き
で
な
い
。
〔
あ
る
請
求
権
に
つ
い
て
の
訴
の
提
起
は
他
の

請
求
権
の
消
滅
時
効
を
中
断
し
な
い
と
の
意
|
筆
者
註
〕
0

か
か
る
一
般

原
則
は
こ
と
に
責
任
法
第
七
条
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
八
条
は
責
任
法
に
基
づ
き
生
ず
る
個
々
の
請
求
権
は
い
ず
れ
も
消
滅

時
効
期
間
内
に
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

Hμ
任
義
務
の
確

定
を
求
め
る
訴
と
同
様
で
あ
る
。

本
件
の
棄
却
さ
れ
た
請
求
に
関
し
て
は
、
パ

l
デ
ン
ラ
ン
ト
法
に
よ
れ

ば
一
八
八
四
年
一

O
月
の
訴
に
よ
っ
て
は
時
効
の
中
断
は
生
じ
な
い
。
バ

1
デ
ン
ラ
ン
ト
法
に
よ
れ
ば
、
訴
に
よ
り
訴
の
対
象
た
る
請
求
に
つ
い
て

し
か
時
効
が
中
断
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
、
本
件
請
求
は
一
八
八
四
年
一

O
月

の
訴
の
申
立
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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筆
者
註

1

1
ラ
イ
ヒ
責
任
法
第
八
条
の
第
一
文
は
、
八
鎖
害
賠
償
の
訪

求
権
は
事
故
の
日
か
ら
二
ヶ
年
で
時
効
に
か
か
る

V
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
チ
)
右
に
列
挙
し
た
判
例
の
い
う
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
る
o

ラ
イ
ヒ
え
任
法
に
よ
る
定
期
金
賠
償
判
決
は
責
任
義
務
の
確
認
の

点
に
お
い
て
判
決
効
を
有
し
(
筆
者
は
刀
2
z
m
r
E
P
は
文
字
ど
お
り
法
た

る
力
と
解
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
ピ
ッ
タ
リ
す
る
感
じ
が
し
て
い
る
o

〉
、
定

期
金
は
額
庁
内
及
び
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
一
時
的
な
判
決
効
を
有
す
る
に

と
ど
ま
る

(ω②
③
⑤
)

O

一
時
的
判
決
効
で
も
判
決
効
で
あ
る
か
ら
、
基

は
け

準
時
に
存
し
た
事
実
を
も
っ
て
判
決
内
容
を
争
う
こ
と
は
遮
断
さ
れ
(
ゆ
⑮

⑮
)
、
将
来
の
定
期
金
の
額
を
定
め
る
関
係
上
予
測
の
問
題
が
作
ず
る
が
、

西トイツ民訴三二三条の訴えについて

基
準
時
に
お
い
て
安
定
し
た
予
測
の
可
能
な
事
情
は
算
定
の
要
素
と
す
べ
き

で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
し
な
い
こ
と
は
違
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
主
張
し
な
い
と

き
は
遮
断
さ
れ
(
③
⑨
⑪
⑪
⑫
⑬
骨
)
、
予
測
で
き
な
い
事
情
の
み
が
変
史

の
理
由
と
さ
れ
う
る
(
⑦
)

O

基
準
時
は
算
定
の
要
素
と
さ
れ
た
と
き
で

(
④
⑥
〉
、
控
訴
審
に
ま
で
至
っ
た
と
き
は
控
訴
審
で
算
定
さ
れ
る
と
き
で

あ
る
(
④

た
だ
し
、
控
訴
審
で
は
主
張
し
な
く
て
も
遮
断
さ
れ
な
い
〕
。

一
時
的
判
決
効
は
変
更
の
訴
が
な
い
限
り
存
続
し
(
⑨
)
、
変
更
の
訴
が
挺

起
さ
れ
た
と
き
は
訴
の
送
達
の
と
き
ま
で
存
続
す
る
(
①
③
〉
O

し
た
が
っ

て
、
前
訴
に
お
け
る
定
期
金
算
定
の
時
以
後
変
更
の
訴
の
送
達
の
と
き
ま
で

に
事
情
変
交
が
生
じ
て
も
訴
の
送
達
以
後
の
時
期
に
つ
い
て
し
か
地
減
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
ろ
う
o
責
任
義
務
自
体
に
つ
い
て
時
効
が
中
断
さ
れ
な
い
限

り
、
個
別
的
請
求
権
の
時
効
は
中
断
さ
れ
ず
、
責
任
義
務
の
存
在
が
確
定
判

決
を
も
っ
て
確
定
さ
れ
た
と
き
は
個
別
的
請
求
権
も
第
八
条
の
二
ヶ
年
の
拙
削

減
時
効
に
か
か
ら
な
い
(
②
)

O

責
任
義
務
自
体
を
否
定
す
る
確
定
判
決
が

あ
っ
た
と
き
は
、
第
八
条
の
規
定
す
る
消
滅
時
効
期
間
内
に
限
り
事
情
変
更

が
あ
る
と
き
に
新
た
に
定
期
金
賠
償
諸
求
の
訴
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

(⑨
)

O

 

(
つ
づ
く
)
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